
［ 特 集 ］モザンビーク・ブラジル・日本３ヵ国民衆会議

［ 報 告 ］ガ ザ 合 同 報 告 会

［ 報 告 ］イラ ク 事 業 パ ート ナ ー の 来 日

［ 報 告 ］「 キ ラ ー ロ ボット 」勉 強 会 報 告モザンビークから来日した農民の人たちが、彼らが携えて
きたメイズや豆の種を手に歌う。普段自分たちが畑に農作
業をしに行く時に歌っているものだそうで、「～私たちは畑
をたがやす～」といったような歌詞。農民讃歌とでも言お
うか、どんな国にもおそらく似たようなものはあるのだろう
が、アフリカのものだからか、農民が持つ力強さが感じら
れた。今回開催した「3ヵ国民衆会議」の三日目、参議院
議員会館で実施した「緊急報告会」での一コマ。

J V C  日本国際ボラン
ティアセンター会

報誌  トライアル・ア
ンド・エラー（試

行錯誤）
334 2019 冬
［ ￥ 5 0 0 ］年 4 回 発 行
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小
農
が
伝
え
た
い 

「
問
題
の
根
源
」 

「
幸
せ
の
た
め
の
発
展
」

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
小
農
・
市
民
社
会
組

織
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事

業
の
問
題
の
根
本
は
、
自
ら
の
資
金
（
私

た
ち
の
税
金
）
を
使
っ
て
現
地
農
民
・
市

民
社
会
に
介
入
、
分
断
を
生
み
（
注
３
）、

そ
こ
に
資
金
を
出
し
続
け
る
日
本
政
府
に

あ
る
と
し
、
事
業
を
止
め
る
よ
う
直
接
伝

え
た
い
と
考
え
て
き
た
。
加
え
て
、
小
農

ら
は
、
問
題
に
抵
抗
・
対
応
す
る
だ
け
で

は
な
く
、「
幸
せ
の
た
め
の
発
展
」
を
自

ら
の
農
業
の
実
践
に
基
づ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
の
だ
と
訴
え
続
け
て
き
た
。

こ
の
声
を
受
け
て
、
日
本
の
側
で
は
、

民
衆
会
議
開
催
に
際
し
て
、
プ
ロ
サ
バ
ン

ナ
事
業
に
対
す
る
提
言
活
動
関
係
者
以
外

に
も
広
く
協
力
・
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

開
始
当
初
「
日
本
の
食
糧
安
全
保
障
の
た

め
の
大
豆
生
産
を
」
と
喧
伝
さ
れ
た
同
事

業
の
問
題
は
、
私
た
ち
の
食
と
農
、
暮
ら

し
の
あ
り
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
中
で
と
ら
え
直
し
、
課
題
を
整

理
す
る
こ
と
、
一
方
で
、
３
ヵ
国
の
小
農

に
よ
る
農
業
の
実
践
を
共
有
し
な
が
ら
可

能
性
と
未
来
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
そ
れ

を
広
く
日
本
の
市
民
と
共
有
し
な
が
ら
行

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
た
か
ら
だ
。

そ
の
結
果
、
農
民
、
環
境
活
動
家
、
料

理
研
究
家
、
研
究
者
、
学
生
な
ど
、
４１
名
・

２０
団
体
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、「
実
行

委
員
会
」
形
式
で
企
画
・
開
催
、
お
か
げ

で
素
晴
ら
し
い
方
々
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た
。
市
民
社
会
会
合
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
の
問
題
に

加
え
、
３
ヵ
国
の
採
種
・
保
存
の
実
態
、

小
農
に
よ
る
実
践
と
役
割
や
可
能
性
の
広

が
り
、一
方
で
女
性
が
抱
え
る
課
題
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
・
議

中央は、ナンプーラ州農民連合のリーダー
2名。手前はJICA、外務省。11月21日
の政策協議より。普段は明るい性格だが、
JICAと外務省を見つめる悲痛な表情（他
のメンバーも）から、この問題の根深さが
伝わる。

世
界
中
の
農
民
に
敬
意
が
払
わ
れ
る

未
来
の
た
め
に
。

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
か

［特  集］モザンビーク・ブラジル・日本３ヵ国民衆会議

３ヵ国民衆会議
危機の21世紀を超えて、つながりあい、
食の幸せを未来に手わたすために

地
域
開
発
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
南
ア
フ
リ
カ
事
業
担
当　

渡
辺 

直
子

モザンビーク北部で行われるODA事業「プロサバンナ（日本・
ブラジル・モザンビーク三角協力による熱帯サバンナ農業開発プ
ログラム）」に対し、現地の農民らが抗議の声をあげてから早6年。
2018年11月20日から22日にわたり、4回目となる「モザンビー
ク・ブラジル・日本3ヵ国民衆会議」（注1）が初めて日本で開催
され、総勢18名（モザンビーク15名、ブラジル3名）の小農（注
2） および市民社会組織のメンバーらが来日、延べ約500人の市
民が参加した。本特集では、そこで届けられた声や見えてきたこ
との一端をお伝えする。

◎注１…3ヵ国民衆会議まとめサイト。http://triangular2018.blog.fc2.com/　当日の動画なども掲載されている。
◎注２…本誌5ページのコラム「小農とは」を参照。
◎注３…3日目動画http://triangular2018.blog.fc2.com/blog-entry-40.htmlなどに詳しい。
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論
さ
れ
た
。
ま
た
有
機
農
家
を
訪
問
、
農

民
交
流
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

の
側
で
は
、
実
行
委
員
会
の
一
部
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
て
、
す
で
に
「
次
」
に

向
け
た
新
た
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

利
益
よ
り
も
尊
厳
を

だ
が
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
そ
の
も
の

に
関
し
て
は
、
外
務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
二

度
も
直
接
協
議
の
場
が
あ
り
な
が
ら
、
一

切
の
成
果
・
進
展
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
小
農
・
市
民
社
会
組

織
メ
ン
バ
ー
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
現
地

農
民
・
市
民
社
会
へ
の
介
入
・
分
断
の
問

題
を
中
心
に
、事
業
に
よ
り
受
け
た
「
傷
」

と「
痛
み
」が
い
か
に
深
い
か
を
伝
え
、「
も

う
こ
ん
な
こ
と
は
止
め
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
外

務
省
か
ら
聞
か
れ
た
の
は
、
い
か
に
事
業

が
利
益
を
生
む
か
に
つ
い
て
の
「
説
明
」

だ
け
で
、
ま
っ
た
く
「
対
話
」
に
な
ら
な

か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
小
農
ら
は
声
を
絞
り
出

す
よ
う
に
し
て
、
叫
び
に
近
い
声
を
あ
げ

た
。「
私
た
ち
が
ほ
し
い
の
は
〝
事
業
に

よ
る
利
益
〟
で
は
な
く
て
小
農
の
権
利
・

尊
厳
だ
」

現
在
、
世
界
の
食
料
の
８０
％
を
生
産
し

て
い
る
と
さ
れ
る
小
農
を
取
り
巻
く
環
境

が
動
こ
う
と
し
て
い
る
。
国
際
的
に
は
、

国
連
で
「
小
農
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
、
２
０
１
９
年
か
ら
「
国
際
家
族
農
業

の
１０
年
」
が
始
ま
る
。
一
方
、日
本
で
は
、

種
子
法
廃
止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
な
ど
、
小
規

模
家
族
農
業
の
価
値
を
否
定
す
る
に
等
し

い
、
逆
行
す
る
動
き
が
生
じ
て
い
る
。

人
が
生
き
、
暮
ら
し
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
食
と
農
に
対
す
る

選
択
は
、
そ
の
ま
ま
世
界
の
あ
り
よ
う
を

決
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
私
た
ち
が
食

べ
る
も
の
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
世
界
中

の
農
民
に
敬
意
が
払
わ
れ
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
せ
い
で
遠
い
ア
フ
リ
カ
（
あ
る
い

は
他
の
地
域
）
の
農
民
た
ち
が
苦
し
め
ら

れ
ず
に
す
む
よ
う
な
世
界
を
つ
く
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
今
、
何
を
す
べ
き
だ
ろ
う

か
。
私
が
尊
敬
す
る
先
生
は
、「
平
和
と

は
、平
等
に
（
＝
平
）、米
（
＝
禾
／
ア
ワ
）

を
口
に
す
る
（
＝
口
）。
つ
ま
り
全
て
の

人
々
が
食
料
を
得
ら
れ
る
こ
と
」
と
教
え

て
く
れ
た
。
今
ま
さ
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
選
択
が
未
来
を
決
定
す
る
岐
路
に

立
っ
て
い
る
。

モザンビーク、ブラジルメンバー到着。
市民農園ミルパ（千葉県・三里塚）にて
農民交流

【３ヵ国民衆会議  1日目】
市民社会会合（クローズド）
オープンイベント「日本の私たちと今世界で
「大豆」をめぐって起こっていること ～アグリ
ビジネスによる油糧・飼料作物栽培の環境・
社会的影響と住民の抵抗～」

【３ヵ国民衆会議  2日目】
財務省・JBIC、外務省・JICAとの政策協議
国際シンポジウム＆マルシェ「危機の21世
紀を超えて、つながりあい、食の幸せを未来
に手渡すために」（本誌4ページ参照）

【３ヵ国民衆会議  3日目】
市民社会会合（クローズド）、記者会見
緊急報告会「日本とODA／投資：モザンビー
ク北部で何が起きているのか－プロサバンナ
事業とナカラ回廊開発に抗う農民たち」

農民交流（山形、埼玉、京都）＋報告会（神奈川）
＋国際開発学会（茨城）

帰国

11/17
～19

11/20

11/21

11/22

11/23
～25

11/26

来日スケジュール
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会
議
の
テ
ー
マ
は
「
種
」
！

日
本
経
済
の
仕
組
み
や
日
本
人
の
食
生

活
が
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル
農
民

の
暮
ら
し
に
、
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
私
た
ち
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
世
界
中

の
農
民
の
暮
ら
し
や
命
は
守
れ
な
い
。
今

回
の
３
ヵ
国
民
衆
会
議
を
開
催
し
て
の
思

い
だ
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
・
ナ
カ
ラ
回
廊
地

域
で
大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
、
農
民
の

暮
ら
し
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
そ

の
現
地
の
人
た
ち
の
状
況
を
日
本
の
多
く

の
人
に
伝
え
、
政
府
に
そ
の
声
を
届
け
る

こ
と
が
今
回
の
３
ヵ
国
民
衆
会
議
の
大
き

な
目
的
だ
っ
た
。
会
議
に
は
、
プ
ロ
サ
バ

ン
ナ
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
か
ね
て
か

ら
興
味
あ
る
人
が
多
く
参
加
し
て
い
た

が
、
会
場
と
な
っ
た
聖
心
女
子
大
の
学
生

な
ど
、
初
め
て
そ
の
詳
細
を
知
る
機
会
に

な
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。

会
議
で
は
ま
ず
「
種
（
た
ね
）」
が
主

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

セ
ラ
ー
ド（
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
）開
発
に
よ
っ

て
大
規
模
な
大
豆
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い

る
。
生
産
さ
れ
た
大
豆
は
輸
出
さ
れ
て
、

油
を
絞
り
、
粕
は
肥
料
や
動
物
の
エ
サ
に

な
っ
て
い
る
。
開
発
前
は
多
様
な
在
来
種

が
あ
っ
た
の
が
、
今
で
は
、
商
業
ベ
ー
ス

に
乗
る
品
種
の
栽
培
が
激
増
し
、
多
様
性

が
失
わ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
農
民
の
な
か
で
も
戦
略
的
に

種
を
守
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

農
民
一
人
ひ
と
り
が
一
つ
ず
つ
種
を
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
で
多
様
な
種

子
を
守
る
。
先
進
国
の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の

よ
う
に
セ
ン
タ
ー
を
置
く
の
で
は
無
く
、

多
数
の
農
民
が
種
の
貯
蔵
庫
に
な
る
取
り

組
み
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

ま
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
女
性
農
民
が
話

し
た
よ
う
に
、
食
べ
も
の
は
リ
ス
ペ
ク
ト

す
る
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
を
次
代
に
渡
す

バ
ト
ン
の
役
割
を
果
た
す
の
は
種
だ
。
文

化
や
伝
統
は
そ
の
基
盤
の
上
に
あ
る
。
私

た
ち
日
本
人
の
豊
か
で
便
利
な
暮
ら
し
の

な
か
で
は
、
そ
の
よ
う
な
感
性
は
無
縁
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
小
農
が
中
心
に
な
っ
て
在
来

種
を
守
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
小
川
町
・
霜

里
農
場
の
金
子
友
子
さ
ん
な
ど
が
地
元
の

種
に
よ
る
地
域
で
の
循
環
社
会
の
取
り
組

み
を
話
し
て
く
れ
た
。
地
域
を
豊
か
に
す

る
小
農
の
取
り
組
み
が
各
地
に
点
在
し
て

い
る
。
取
り
組
み
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

風
土
に
合
っ
た
も
の
で
、
全
国
で
展
開
で

き
る
物
で
は
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
小
農

の
良
さ
が
出
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

企
業
は
潤
い
、
生
活
と 

環
境
は
破
壊
さ
れ
る

会
議
の
後
半
で
は
、
犠
牲
の
経
済
開
発

が
農
民
の
暮
ら
し
や
自
然
環
境
を
破
壊
し

て
い
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー
ド
で
は
開
発
さ
れ

た
農
地
で
、
家
族
農
業
か
ら
輸
出
形
農
業

に
変
化
し
て
い
る
。
セ
ラ
ー
ド
も
日
本
で

喧
伝
さ
れ
た
よ
う
な
無
人
の
荒
野
で
は
無

く
、
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
多
く
の
川
の
水

源
に
な
っ
て
い
る
豊
か
な
地
域
だ
。
セ

ラ
ー
ド
に
植
わ
っ
て
い
た
多
く
の
植
物
は

地
中
に
大
量
の
根
が
あ
り
、
水
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
た
。
開
発
で
植
え
ら
れ
る

会場では休憩時間に、日本の有機農家が自家採種
した種を持ち寄っての種苗交換も行われた。日本
人だけでは無く、ブラジルやモザンビーク、南アフリ
カから来ていた人も種を持ち帰っていた。種を通し
て命のバトンが渡される。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と
ブ
ラ
ジ
ル
。
遠
く
に
あ
る
日
本
の
経
済
の
仕
組
み
や

日
本
人
の
食
生
活
が
２
か
国
の
農
民
の
生
活
を
破
壊
す
る
こ
と
を

私
た
ち
は
知
ら
な
い
。
農
民
を
潤
す
の
で
は
な
く
、
企
業
を
潤
す
た
め
に

強
要
さ
れ
る
大
規
模
土
地
開
発
と
特
定
作
物
の
作
付
け
。

だ
が
会
議
で
は
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
人
々
の
姿
か
ら
、

目
指
す
べ
き
農
業
の
形
を
共
有
で
き
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
理
事
／
星
の
谷
フ
ァ
ー
ム
代
表
／

ア
ジ
ア
農
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

世
話
人

天
明 

伸
浩 

３
ヵ
国
民
衆
会
議
に
参
加
し
て

［特  集］モザンビーク・ブラジル・日本３ヵ国民衆会議
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大
豆
は
上
部
は
繁
茂
し
て
も
、
地
中
の
水

分
を
蓄
え
る
能
力
は
少
な
く
、
セ
ラ
ー
ド

の
水
源
能
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
大
陸

全
域
の
自
然
環
境
を
貧
弱
に
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
主
導
し
て
農
地
開
発
を
し

た
セ
ラ
ー
ド
の
大
豆
。
し
か
し
、
そ
の
輸

出
先
は
中
国
に
シ
フ
ト
し
て
い
て
日
本
へ

の
輸
出
は
割
合
を
減
ら
し
て
い
る
。
輸
出

先
は
中
国
だ
が
、
日
本
の
商
社
が
関
わ
っ

て
い
て
、
世
界
中
で
利
益
を
求
め
て
物
・

金
が
自
由
に
動
き
回
っ
て
い
る
。
生
産
さ

れ
た
農
産
物
は
現
地
の
人
々
を
豊
か
に
す

る
こ
と
な
く
、
世
界
経
済
の
中
で
企
業
を

潤
し
て
い
る
。
日
々
の
暮
ら
し
と
は
関
係

な
い
輸
出
型
農
産
物
は
環
境
や
暮
ら
し
を

破
壊
し
て
い
く
。

会
議
で
は
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
が
、　

日
本
の
官
民
が
主
導
す
る
「
ナ
カ
ラ
鉄
道

整
備
事
業
」
に
よ
り
生
活
が
一
変
し
た
住

民
の
話
を
し
て
く
れ
た
。
長
い
貨
物
列
車

が
通
る
と
き
に
轢
か
れ
る
人
々
が
い
た

り
、
線
路
の
両
側
の
交
通
が
遮
断
さ
れ
て

生
活
環
境
が
激
変
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
開
発
に
対
し
て
住
民
か
ら
反
対
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
農
民
ら
と
の

現
地
調
査
結
果
に
基
づ
き
被
害
の
実
態
を

国
際
協
力
銀
行
、
財
務
省
に
届
け
て
い
る

が
、
被
害
へ
の
具
体
的
な
対
応
は
と
ら
れ

て
き
て
い
な
い
。
一
方
で
開
発
で
利
益
を

得
る
人
も
い
て
、
住
民
間
で
の
格
差
も
広

が
っ
て
い
る
。

目
指
す
べ
き
は

 

小
農
の
維
持

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
方
の
発
言
で
「
国
際

的
な
開
発
と
は
、
連
帯
を
ベ
ー
ス
に
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
ん
で
い

る
人
々
の
た
め
に
な
る
物
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
元
の
ニ
ー
ズ
の
な
い
も
の
を

作
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
貧
困
を
作
り
出
し

て
い
る
」
と
の
発
言
は
ど
ん
な
開
発
が
必

要
か
端
的
に
表
し
て
い
た
。

ま
た
、
会
議
開
催
中
の
１１
月
２０
日
、
国

連
の
委
員
会
で
「
小
農
と
農
村
で
働
く

人
々
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
。
会
場
で
も
大
き
な
拍
手
で
採

択
を
歓
迎
し
た
。
残
念
な
が
ら
日
本
は
棄

権
。
日
本
の
み
で
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
で
小
農
の
権
利
を
侵
害
す
る

開
発
を
後
押
し
し
て
い
る
現
状
を
聞
い
た

今
回
、
日
本
政
府
が
棄
権
し
た
理
由
が
よ

く
分
か
る
。

人
々
の
暮
ら
し
や
自
然
環
境
を
守
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
と
き
に
、
目
指
す
農

業
の
形
は
、
経
済
至
上
主
義
に
基
づ
い
た

大
規
模
輸
出
型
農
業
で
は
な
く
、
そ
こ
に

住
む
人
び
と
の
生
産
を
行
う
小
農
だ
。
そ

の
こ
と
を
こ
の
３
ヵ
国
民
民
衆
会
議
で
も

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

今回の国連宣言において使われている「小農
（peasants）」とは、厳密には経済主体としての
小規模農家（smallholders）と同じではない。
より歴史・社会・日々の暮らし・政治経済との関係
で成立している概念である。一例として、日本に
おいては以下のような定義がある。

山下惣一による定義
1936年生／佐賀県唐津市生まれの農民作家

私は規模の大小、投資額の大きさではなく暮ら
しを目的として営まれている農業・農家を「小
農」と定義している。つまり利潤追求を目的と
していないということだ。

小農学会による小農の定義
小農学会2016：15

小農学会は、戦後の小農の価値の再評価の流
れを検討し、さらに新しい小農の定義として
「既存の小農を基軸とし、農的暮らし、田舎暮ら
し、菜園家族、定年帰農、市民農園、半農半Xな
どで取り組む都市生活者も含めた階層」

“小農”とは？

「3ヵ国民衆会議」２日目の国際シンポジウム『危機の21世紀を超えて、つながりあい、
食の幸せを未来に手渡すために』におけるパネルディスカッション。壇上には、ブラジ
ルとモザンビークから来日した市民社会団体スタッフや農民、日本の農家が並ぶ。
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小
農
と
農
村
で 

働
く
人
び
と
の
権
利

今
回
の
「
小
農
の
権
利
宣
言
」
で
は
、

家
族
経
営
な
ど
の
小
規
模
農
家（
＝
小
農
）

お
よ
び
農
村
で
働
く
人
び
と
が
も
つ
と
さ

れ
る
価
値
と
権
利
が
、
居
住
地
域
に
存
在

す
る
天
然
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
「
適
切

な
食
へ
の
権
利
」、
自
家
採
種
し
た
種
の

保
存
と
利
用
な
ど
２４
の
条
項
に
ま
と
め
ら

れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
象
は
い
わ

ゆ
る
「
農
家
」
だ
け
で
な
く
、
漁
業
や
林

業
、
農
業
に
関
す
る
工
芸
品
づ
く
り
と

い
っ
た
、
農
村
地
域
で
関
連
職
業
に
つ
く

あ
ら
ゆ
る
人
び
と
、
と
さ
れ
て
い
る
。

宣
言
で
は
同
時
に
、
そ
う
し
た
価
値
と

権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
国
連
加
盟
国
へ

の
要
請
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

「
種
子
の
権
利
」
の
条
項
に
お
い
て
は
、

「
締
約
国
は
、
種
子
政
策
、
植
物
品
種
保

護
、
他
の
知
的
財
産
法
、
認
証
制
度
、
種

子
販
売
法
が
、
小
農
の
権
利
、
特
に
、
種

子
の
権
利
を
尊
重
し
、
小
農
の
必
要
と
現

実
を
考
慮
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
（
引
用
は
注
１
の

参
照
元
よ
り
）。 

農
民
の
声
を 

聞
け
る
か
ど
う
か

今
回
の
宣
言
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の

権
利
が
奪
わ
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
て
い
る

小
農
の
人
た
ち
自
身
の
声
が
発
端
と
な
っ

て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し

た
意
味
で
、
今
回
の
宣
言
に
お
い
て
、
世

界
最
大
の
国
際
的
な
小
農
運
動
で
あ
る
ビ

ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
が
２
０
０
８
年
に
発

表
し
た「
小
農
男
女
の
権
利
宣
言
」（
注
２
）

が
大
き
な
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

世
界
各
地
で
小
農
の
権
利
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
現
状
と
そ
れ
に
対
す
る
国

際
社
会
レ
ベ
ル
で
の
認
識
の
高
ま
り
、
ま

た
０８
年
当
時
発
生
し
た
世
界
的
な
食
料
危

機
の
影
響
も
国
連
に
お
け
る
議
論
を
加
速

さ
せ
た
。
２
０
１
０
年
に
な
っ
て
、
国
連

人
権
理
事
会
が
諮
問
委
員
会
に
対
し
て
小

農
を
含
む
農
村
で
働
く
人
び
と
の
権
利
に

関
す
る
調
査
を
委
託
。
１２
年
３
月
に
そ
の

調
査
の
最
終
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
が
、

そ
の
付
録
と
し
て
、
前
出
の
「
小
農
男
女

の
権
利
宣
言
」
の
内
容
を
土
台
と
し
た
内

容
の
「
小
農
の
権
利
に
関
す
る
宣
言
」
が

掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
注
３
）。

翌
１３
年
以
降
、
こ
の
宣
言
文
の
国
連
宣

言
と
し
て
の
最
終
化
を
目
的
と
し
た
政
府

間
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
が
設

置
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｇ
に
は
政
府
関
係
者
だ
け

で
な
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民
社
会
組
織
も
参
加

し
て
い
る
。
こ
う
し
て
年
月
を
か
け
て
議

論
さ
れ
て
き
た
宣
言
が
、
今
年
の
９
月
の

国
連
人
権
理
事
会
、
１１
月
の
国
連
第
３
委

員
会
で
の
２
つ
の
採
択
を
経
て
、
今
回
１２

月
の
国
連
決
議
で
の
採
択
ま
で
こ
ぎ
つ
け

た
こ
と
に
な
る
。

国
連
決
議
自
体
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
フ

ト
ロ
ー
」
で
あ
っ
て
法
的
拘
束
力
を
持
つ

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
実

効
性
に
関
す
る
疑
問
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
一
足
先
の
０７
年
に
国
連
総

会
で
可
決
さ
れ
た
「
先
住
民
族
の
権
利
に

関
す
る
宣
言
」
の
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、
今

回
と
似
た
よ
う
に
先
住
民
族
の
権
利
を
守

る
た
め
の
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
こ
の

宣
言
は
、
国
連
総
会
で
の
採
択
以
降
、
先

住
民
族
の
人
権
を
擁
護
す
る
取
り
組
み
の

法
的
根
拠
と
し
て
実
際
に
広
く
活
用
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

１９
年
か
ら
は
、「
国
際
家
族
農
業
の
１０

年
」
が
始
ま
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
今
回

の
「
小
農
の
権
利
宣
言
」
が
、
今
後
世
界

各
地
の
農
村
地
域
で
暮
ら
す
小
農
た
ち
の

暮
ら
し
を
少
し
で
も
良
く
す
る
た
め
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

◎注１…farmlandgrab.orgより（日本語訳）。 https://ngo-jvc.info/2EtjYz8、ただしこれは18年3月段階のド
ラフト文書の翻訳なので、今回可決された内容とは一部異なる。  
◎注２…righttofood.orgより。 https://ngo-jvc.info/2EDSKXl  ◎注３…こうした過程については『国境を超
える農民運動』（マーク・エデルマン／サトゥルニーノ・ボラス・Jr著、明石書店、2018年刊）の第6章に詳しい。

日
本
時
間
の
１２
月
１８
日
未
明
、
国
連
総
会
に
お
い
て「
小
農
と
農
村
で
働
く
人
び
と
の

権
利
に
関
す
る
宣
言
」（
以
下「
小
農
の
権
利
宣
言
」、
注
１
）が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た（
日
本
は
棄
権
）。
こ
れ
は
、
小
農
の
主
体
性
を
認
め
そ
の
権
利
を
守
る

趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
の
内
容
と
、
採
択
の
経
緯
を
簡
単
に
報
告
す
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
事
務
局
次
長   

細
野 

純
也

小
農
の
主
体
性
と

権
利
を
護
る
た
め
の
国
連
宣
言

［特  集］モザンビーク・ブラジル・日本３ヵ国民衆会議
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来
日
ま
で
の
経
緯
と
目
的
は
？

３
ヵ
国
民
衆
会
議
に
参
加
し
て
、「
プ

ロ
サ
バ
ン
ナ
」
に
ノ
ー
を
伝
え
る
た
め
に

来
日
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や

日
本
政
府
、
そ
し
て
日
本
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
が
「
プ
ロ

サ
バ
ン
ナ
」
を
欲
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に 

出
て
な
に
か
印
象
が
あ
る
か
？

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
日
本
政
府
に
対
し
私
た
ち

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
は
成
功
し

た
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や

日
本
政
府
は
現
地
で
起
き
て
い
る
リ
ア
リ

テ
ィ
を
知
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ

今
回
の
こ
と
で
、
何
か
変
化
が
期
待
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
思
い
で
今
回
の
課
題
に 

取
り
組
み
、反
対
し
て
い
る
の
か
？

私
た
ち
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
小
農
民

に
と
っ
て
良
い
と
思
う
こ
と
を
や
っ
て
き

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

農
民
が
何
を
欲
し
て
い
る
か
を
全
く
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
に
も
事
業
の
問
題
点
を
証
明
し

続
け
て
き
た
の
に
、
ど
う
し
て
ま
だ
進
め

よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、日
本
の
一
般
の
人
た
ち
に 

対
し
て
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は 

あ
り
ま
す
か
？

日
本
の
政
府
が
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
望

ま
れ
な
い
開
発
モ
デ
ル
を
押
し
つ
け
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
は
日
本
の
国
民
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
は
、
政
府
を
監
視

し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
開
発

を
考
え
る
市
民
の
会
事
務
局
）

こ
れ
ま
で
モ
会
に
関
わ
っ
て
き
て 

感
じ
る
こ
と
は
？

こ
れ
ま
で
大
学
で
発
展
途
上
国
に
お

け
る
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た

が
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
や
セ
ラ
ー
ド
開
発
に

関
し
て
は
モ
会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
日
本
の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
事
業
な
の
に
日
本
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
開
発
問
題
の
認
知
度
は
低
い
と

思
い
ま
す
。
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
、

政
府
が
開
発
を
や
め
れ
ば
現
地
の
農
民
の

方
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
逆
行
し
た
政
策

が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

は
「
発
展
途
上
国
の
人
々
の
生
活
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、
現
地
の

人
々
の
声
を
無
視
し
て
問
題
の
あ
る
開
発

を
進
め
て
い
る
現
状
に
驚
き
ま
し
た
。

今
回
の
招
聘
イ
ベ
ン
ト
に 

携
わ
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
？

こ
れ
ま
で
は
日
本
の
人
々
の
間
で
行
わ

れ
る
話
し
合
い
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
で

し
た
が
、
今
回
の
民
衆
会
議
で
は
実
際
に

被
害
を
受
け
て
い
る
当
事
者
で
あ
る
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
話
を
聞

き
、
よ
り
問
題
を
深
刻
に
捉
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
２
日
目
の
政
策
協
議
会
で

は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
外

務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
間
で
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
準
備
不
足
な
の
か
、

外
務
省
側
は
彼
ら
の
質
問
や
主
張
に
し
っ

か
り
返
答
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
な
い
と
い

う
印
象
を
残
念
で
す
が
受
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
知
っ
て
ほ
し
い
。

望
ま
な
い
開
発
モ
デ
ル
を

押
し
つ
け
て
い
る
こ
と
を

ク
レ
メ
ン
テ
・
ン
タ
ウ
ア
ジ

（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
リ
バ
ニ
ン
ゴ
の
自
然
資
源

事
業
担
当
）

日
本
の
開
発
が
現
地
の
人
々
の

生
活
を
脅
か
す
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た

古
出

（
首
都
圏
大
学
４
年
生
／
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
開
発
を

考
え
る
市
民
の
会（
以
下
モ
会
）事
務
局
）

内
容
の
濃
か
っ
た
三
日
間
の
会
議
が
終
わ
っ
た
。

会
議
の
実
現
の
た
め
に
長
期
間
に
渡
り
、
日
本
の
市
民
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
と

ブ
ラ
ジ
ル
の
農
民
は
今
何
を
思
い
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
の
か
。

参
加
者
二
人
か
ら
話
を
聞
い
た
。

民
衆
会
議
の
参
加
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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NGOが目指すのは、世界各地で起きている貧困や紛
争、環境破壊などの問題の解決です。そのためには、問
題が起きている現地での活動に加えて、もうひとつ大事
なことがあるとJVCは考えています。それは、「問題が
起こる社会の構造にアプローチする」ことです。
たとえば、JVCが取り組んでいるパレスチナ・イス
ラエル問題。イスラエルによる占領・封鎖政策で経済状
態も悪く、せっかく教育を受けても就職の機会がなかっ
たり、また検問などで止められて通学や通勤の移動もま
まならいなど日々の暮らしの様々な面を著しく制限をさ
れ自暴自棄に陥りがちな青少年のサポートや、食料が不
足し栄養失調に苦しむ子どもたちのための栄養改善支援
をJVCは行っています。実際に活動による成果は出て
いるのですが、結局イスラエルの一方的な占領・封鎖が
続く限り、若者が未来に希望を持てる社会は実現しない
し、子どもたちが健やかに育つことは難しいままです。
そのため、現地で厳しい生活を余儀なくされている
人々を支える活動とともに、「問題の根本」であるイスラ
エルによる非人道的な占領・封鎖はやめなくてはいけな
い、と国際社会や国内で呼びかけることも必要になって
きます。そしてその呼びかけの方法のひとつががイベン
トです。
呼びかけの方法として、JVCはこの会報誌を始め、
HPやSNS、メディアなどを通した様々な発信をしてい
ますが、文字のやりとりと違って直接スタッフと参加者
がやりとりできるのがイベントの大きな特徴です。
イベントにはいくつか目的別のタイプがあって、JVC

が取り組む問題についてまず「知ってもらう」ためには、
課題を知らない方たちにも参加してもらえる工夫をこら
します。たとえば現地の文化を体験するワークショップ
やお酒や音楽を楽しむことを通して伝えるなど、課題以
外のところで参加したい！と思ってもらえそうな要素を
盛り込んでいます。
また、すでに支援してくださっている方に成果をお伝

えする他にも、さらなるアクションをとってもらうため
のイベントもあります。現地で活動しているスタッフ
の一時帰国活動報告会や同じ問題に取り組む専門家や
ジャーナリストを招いてのトークセッションなどはそう
いったすでに問題を知っている方に向けたイベントとい
えます。
こうしてイベント参加を通じて問題を知り関心を持っ

てくださった方が、SNSや直接まわりの方に伝えていく
ことなどを通してJVCの活動を支えてくださる方の輪
がじわじわと広がり、世論や人々の関心が集まることで
問題が生まれる社会の構造に影響を及ぼしていければと
思っています。
スタッフの話を聞いて共感し、支援を始めた、など参

加のきっかけとして有効なイベントではありますが、、
JVCの事務所が東京にある関係で、東京近郊での開催に
偏りがち、という課題もあります。もっといろいろな地
域で開催できたらと思っていますので、ぜひJVCスタッ
フの話を直接聞きたい！という方はお気軽にご連絡くだ
さい。ぜひ、直接お話しましょう！

（広報担当　仁茂田 芳枝）

Vol.12

読者のみなさんからの 会員担当：宮西まで
お寄せください。質問募集中!!

NGOはなぜ
「イベント」をするの？

貧困や環境破壊といった課題に取り組むNGOにとって、
課題について多くの方々に知ってもらうこと／
課題解決に参加してもらうことが大切。対面で直接課題や
活動について伝え、課題解決への参加をうながす
きっかけとして「イベント」を開催しています。

お互いの「顔がみえる」ことがイベントの魅力のひとつ
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スーダンにおける移動手段とい
えば、バスです。近距離であれば、
10円ほどで移動できます（2018
年12月現在）。そして、バス停で乗
り降りするのではなく、自分が乗り
たい所から乗り、降りたい所で降り
るシステム。日本のように降車ボ
タンがないため、他のアラブ諸国で
は「アラージャンブ（この辺で）！」
と声を出して降りたい意思を運転
手に伝えますが、ここでは「指パッ
チン」を複数回、さらに上下の歯を
合わせて息を吐き、「プスプスプス」　　　　　　　　
のような音を出して運転手に伝えま
す。最初は（運転手に失礼だなあ）

と思ったのですが、どうやらここで
は普通のようです。
さて、ここで問題発生。自分は指
パッチンができません。子供の頃に
誰しも挑戦する指パッチンですが、
結局習得できず、舌を口の上側に弾
いて音を出すことでごまかし続けて
20年、ここで壁にぶち当たるとは
…。
もちろん、指パッチンができない
からといって目的地を乗り過ごして
しまうわけにはいかず、隣の人に指
パッチンを代わりにしてもらった
り、他の乗客に便乗して降りていま
すが、自分一人で降りられないこと

に悔しさが残ります。
まずは練習、素振りならぬ素指
パッチンを、もう一万回はしたで
しょうか、しかしまったく上達しま
せん。次はネットを漁り、中指が手
のひらを弾くことで音が出ることを
初めて知りました。さらに手が濡れ
ていると音が出やすくなるとのこ
と。早速シャワーを浴びながらトラ
イすると、かすかに音が出ました！
しかし実際にバスに乗るときは、乾
いた気候で手もカサカサ。いまだ実
践で成功はしていませんが、帰国す
るまでには一人で降りられるよう、
小さな挑戦は続きます。

韓国には大学路（テハンノ）と呼
ばれる小劇場が集まった街もあるな
ど、意外にも盛んな文化のひとつで
ある「韓国ミュージカル」。演出、演
技、歌唱力、どれもレベルが高いと
の評価もされている韓国ミュージカ
ルは、国内外の原作を素材として新
しく作られる「創作ミュージカル」
が増えたことで、韓国国内だけでな
く、海外から何度も通うファンも増
えました。
劇場は大中小と様々あり、公演時
間前になると老若男女、たくさんの
方が劇場に集まります。公演期間は
2、3ヵ月程度、長いものは半年程の

ため、キャストもダブルどころかト
リプル、クワトロ、ととにかく多い
です。韓国ならでは、というと期間
限定イベントやチケット割引も多数
あり、運が良ければプレゼントが当
たったり、公演が半額で観られるな
んてことも。同じ公演に何度も通え
るような工夫がされているのだな、
と思います。また、最近は少し減っ
てきましたが、カーテンコールが撮
影できる公演もあります。
チケットは抽選ではなく、秒単位
の争奪戦ですが、前日までは数百円
でキャンセルできるため、毎日残席
チェックをしながら粘ると、良い席

が確保できたり、それもまた面白い
ところです。終演後は日本でもある
「出待ち」も活発で、俳優さんによっ
ては挨拶だけでなく、写真を撮って
くれる方や、サインしてくださる方
もいて、ちょっとしたイベントのよ
うな場にもなっています。

パッチン！（降りま～す） 
スーダン事務所現地調整員  今中  航 イラスト　かじの倫子

何度観ても飽きない韓国の舞台
KOREAこどもキャンペーン事務局  菊地  真歩

2018年の賞を総なめにしたミュージカル「笑う男」。
制作費は日本円で17億超…。
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殺
さ
れ
る
か
死
ぬ
の
を 

選
ぶ
人
た
ち

今
年
の
３
月
３０
日
か
ら
「
帰
還
の
た

め
の
大
行
進
」
が
続
い
て
い
る
ガ
ザ
。

こ
の
デ
モ
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
死

者
は
２
０
０
人
を
超
え
、
負
傷
者
は
、

UNOCHA

（
国
際
連
合
人
道
問
題
調
整

事
務
所
）
の
１０
月
１８
日
の
レ
ポ
ー
ト
で
は

２
万
２
８
９
７
人
と
記
録
さ
れ
、
な
お
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
デ
モ
参
加
者
は
非
武

装
で
す
が
、
遠
く
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
側

に
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
た
ち
は
実
弾
を
含

む
武
力
を
行
使
し
ま
す
。
死
傷
者
の
な
か

に
は
女
性
や
子
ど
も
も
い
ま
す
。

封
鎖
に
よ
り
、
東
京
都
２３
区
よ
り
も
狭

い
地
区
に
約
２
０
０
万
人
が
閉
じ
込
め
ら

れ
、「
世
界
最
大
の
野
外
監
獄
」
と
呼
ば

れ
る
ガ
ザ
。
世
界
銀
行
の
２
０
１
８
年
10

月
の
記
録
に
よ
る
と
、
失
業
率
は
５４
％
で

若
者
の
７０
％
は
無
職
。
人
や
物
資
の
出
入

り
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
経
済
が
成
り
立
た

な
い
な
か
、
人
び
と
の
多
く
は
希
望
を
持

つ
こ
と
も
、
未
来
を
信
じ
る
こ
と
も
で
き

ず
、
困
窮
し
た
生
活
を
送
り
、
追
い
詰
め

ら
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い
は
ず
の
自
殺
者
の
数
も
増
え
て
い
ま

す
。し

か
し
、
そ
ん
な
状
況
は
ほ
と
ん
ど
報

じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ

は
、
現
地
の
状
況
や
人
び
と
の
声
を
届
け

る
た
め
、
そ
し
て
、
私
た
ち
を
含
め
日
本

市
民
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
一
緒
に
考

え
る
た
め
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
土
井
敏

邦
さ
ん
と
の
合
同
報
告
会
を
開
き
ま
し

た
。土

井
さ
ん
か
ら
は
最
初
に
、
ガ
ザ
で
撮

影
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「『
殉
教
』
と

い
う
名
の
自
殺
―
絶
望
の
牢
獄
ガ
ザ
―
」

３０
代
夫
妻
と
二
人
の
子
ど
も
。
父
親
の

サ
イ
ー
ド
さ
ん
は
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
貧
困
と
絶
望
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
に
撃
た
れ
て
の
「
殉
教
者
」（
イ
ス
ラ

エ
ル
占
領
へ
の
抵
抗
運
動
の
犠
牲
者
）
と

デモの負傷者と、手当てにあたる医療ボランティア
［写真提供：志葉 玲］

［報告］ガザ合同報告会

絶望が覆う地域に向けて
何ができるのか

11月17日、ジャーナリストの土井敏邦氏とＪＶＣによる「取材・支
援で知った人びとの苦悩、日本市民の役割とは」と題した、パレス
チナ・ガザ地区の現状を伝える報告会が開催された。ガザでは、非
武装デモの参加者の多くが容赦なく銃の標的にされ、あるいは絶望
のあまりの自殺者が増え、だがそれでも他者のために尽くす人たち
もいる。報告会では「私たちはガザのために何ができるのか」も話
し合われた。

人道支援／平和構築グループ　パレスチナ事業担当
大澤 みずほ
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な
る
た
め
に
毎
週
デ
モ
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
彼
の
よ
う
に
考
え
る
人
が
増
え
る
一

方
、
首
つ
り
や
焼
身
に
よ
る
自
殺
者
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
サ
イ
ー
ド
さ
ん
は
、
ガ
ザ
を

実
質
支
配
す
る
政
権
ハ
マ
ス
に
怒
り
を
覚

え
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

土
井
さ
ん
の
映
像
を
通
し
て
見
え
て
き

た
の
は
、「
貧
困
」
と
「
絶
望
」
が
住
民

を
デ
モ
最
前
線
に
押
し
や
っ
て
い
る
事

実
。
そ
し
て
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
だ
け
で
は

な
く
、
パ
レ
ス
チ
ナ
内
部
の
問
題
も
大
い

に
人
び
と
を
絶
望
へ
と
追
い
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

絶
望
。
そ
れ
で
も
他
者
に 

尽
く
す
人
た
ち

映
像
で
は
他
の
人
た
ち
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
デ
モ
の
負
傷
者
に
送
ら
れ
る
見

舞
金
（
注
１
）
の
た
め
に
デ
モ
に
参
加
す

る
３
人
の
子
ど
も
の
母
ニ
ス
リ
ー
ン
（
４０

歳
）
や
青
年
ク
サ
イ
（
２０
歳
）、
貧
困
に

喘
ぎ
殉
教
者
と
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
女
の

子
ウ
ィ
サ
ー
ル
（
１４
歳
）、
経
済
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
妻
と
間
も
な
く
生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
を
残
し
て
焼
身
自
殺
を
し
た

フ
ァ
ト
ヒ
（
２１
歳
）、
失
業
に
よ
る
貧
困

生
活
で
う
つ
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
男

性
バ
ヒ
ジ
ャ
ッ
ト
（
３７

歳
）。ニ

ュ
ー
ス
で
は
何
人

が
ケ
ガ
を
し
、
何
人
が
死

亡
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
が
、
土
井
さ
ん
が
繰
り

返
し
強
調
し
た
の
は
「
彼

ら
は
『
パ
レ
ス
チ
ナ
人
』

と
い
う
マ
ス
（
塊
）
で
は

な
く
、
一
人
一
人
に
名
前

が
あ
り
、
み
な
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
幸
せ
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
〝
人

間
〟
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
想

像
し
、
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。「
も
し
自
分
が
彼
ら
の
立
場
だ
っ
た

ら
…
…
」
を
想
像
し
た
時
、
み
な
さ
ん
は

何
を
感
じ
、
何
を
思
う
で
し
ょ
う
か
。

加
え
て
、
私
が
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
た

の
は
、
そ
ん
な
ガ
ザ
で
、
自
分
た
ち
よ
り

ひ
ど
い
状
況
に
あ
る
人
び
と
の
た
め
に
活

動
す
る
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。
地
域
の
子

ど
も
の
た
め
に
働
く
女
性
た
ち
、
給
料
も

ろ
く
に
も
ら
え
な
い
ま
ま
患
者
の
た
め
に

働
き
続
け
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
障
が
い
を

も
つ
人
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
住
民
の
た
め

に
車
い
す
や
発
電
機
な
ど
の
発
明
を
し
て

い
る
２０
代
女
性
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

団
体
の
代
表
で
あ
る
ア
ド
ナ
ー
ン
医
師

は
、
１１
月
の
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の
攻
撃
で

自
宅
が
全
壊
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
私

が
弱
音
を
吐
い
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
ら
ね
ば
」と
、

親
戚
の
家
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
も
働
き
続

け
て
い
ま
す
。

明
る
い
兆
し
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
状

況
の
中
に
あ
り
な
が
ら
人
び
と
の
た
め
に

気
丈
に
頑
張
っ
て
い
る
彼
ら
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
応
援
し

て
ほ
し
い
と
思
い
、
報
告
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

ま
ず
知
る
、そ
し
て
伝
え
る
。 

ガ
ザ
が
忘
れ
去
ら
れ
な
い 

た
め
に

「
状
況
は
わ
か
っ
た
。
で
も
、
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
？
」
と
の
質
問
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
共
通

し
て
で
き
る
こ
と
は「
ま
ず
は
知
る
こ
と
、

そ
し
て
伝
え
る
こ
と
」
で
す
。

私
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
い
た
間
、
多
く
の

人
に
言
わ
れ
た
の
は
「
私
た
ち
パ
レ
ス
チ

ナ
は
世
界
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。
あ
な
た
が
日
本
に
戻
っ
た

ら
、
ど
う
か
こ
こ
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を

日
本
の
人
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
い

う
言
葉
で
し
た
。
自
分
た
ち
が
世
界
か
ら

忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
し
て
こ
の

窮
地
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り

も
辛
い
。
そ
う
話
す
人
た
ち
は
、
物
資
や

資
金
の
援
助
も
本
当
に
助
か
る
け
れ
ど
、

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
大
き
な

支
援
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
限

ら
ず
世
界
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人

た
ち
に
関
心
を
も
ち
続
け
、
多
く
の
人
に

伝
え
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

左からＪＶＣ大澤、土井敏邦さん、ＪＶＣ並木

スクリーンに映し出されたサイードさん。
淡々とインタビューに答えながらも、家族の
話になると目に涙を浮かべており、サイードさ
んという人が壊れてしまう寸前であるように
感じられました。

◎注１…ガザを実効支配しているハマス政権が、デモで亡くなった被害者の家族には3000ドルを、負傷者には重症度
に応じて200～500ドルの見舞金を支払うと発表していると報じられています。しかし、実際には支払われないことも多
く、また、重傷を負った場合は治療費の方が高くついてしまうケースが多々あります。
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紛
争
地
で
平
和
構
築
を 

目
指
す
人
々

Ｊ
Ｖ
Ｃ
イ
ラ
ク
事
業
の
現
地
パ
ー
ト

ナ
ー
団
体
「
イ
ン
サ
ー
ン
」（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｎ Iraqi Society

）
は
、
個
人
や
市
民

社
会
の
能
力
強
化
を
通
し
て
の
平
和
構
築

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
イ
ン
サ
ー
ン
と
協
力
関
係
を

結
ん
だ
の
は
２
０
０
８
年
。
イ
ン
サ
ー
ン

が
キ
ル
ク
ー
ク
市
で
実
践
す
る
子
ど
も
の

た
め
の
平
和
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
資
金

援
助
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
活
動
は

今
、
子
ど
も
た
ち
が
不
安
を
感
じ
る
こ
と

な
く
、
心
を
開
き
、
本
来
の
自
分
に
な
れ

る
場
所
を
作
る
こ
と
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。こ

の
協
力
関
係
を
高
め
る
た
め
、
双
方

が
イ
ラ
ク
と
日
本
を
交
互
に
訪
問
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
サ
ー
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の
来
日

時
に
は
、
国
内
各
地
を
訪
問
し
、
長
引
く

紛
争
で
心
理
的
な
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い

る
キ
ル
ク
ー
ク
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
イ
ラ

ク
の
現
状
と
私
た
ち
の
活
動
を
紹
介
す
る

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
専
門
家
を

招
き
、
非
暴
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
１０
月
１９
日
か
ら
１１
月
５
日
に
か

け
て
、イ
ン
サ
ー
ン
代
表
の
ア
リ
ー
・
ジ
ャ

バ
リ
が
来
日
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
６
回
目

の
訪
日
で
す
。

ア
リ
ー
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
出
身
。
ク
ル
ド

系
の
た
め
、
フ
セ
イ
ン
時
代
は
差
別
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
学
ぶ
も
、
０３
年
以
降
の
イ
ラ
ク
で
の
宗

派
対
立
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
平
和
共
存

の
実
現
の
た
め
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
参
加
。

イ
ラ
ク
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
の
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

小
学
生
、
中
高
生
、 

父
親
と
の
経
験
共
有

１１
月
２１
日
の
夜
、
私
た
ち
は
山
梨
県
韮

崎
市
の
青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ
主
催
の
地
元

の
中
高
生
と
の
交
流
会
に
出
席
し
ま
し

長年世話になっている富山県砺波市の支援者と一緒にイラク料理会
を開催。アリーが料理会の参加者にイラクの話をしながら、中東で
有名な料理「マクルーベ」を作った。

［報告］イラク事業パートナーの来日

イラク事業担当
ガムラ・リファイ
（和訳：英語ボランティアチーム、三木優季実／竹村謙一）

イラクの今を知ってほしい。
イラク事業パートナーが
訴えた日本での2週間
JVCイラク事業の現地パートナー団体「インサーン」のアリー
代表が来日した。イラク現地に事務所がないJVCにすれば、
両者が共同行動できる貴重な機会だ。2週間の滞在でアリーは
全国各地でイラク戦争のこと、紛争でトラウマを抱えた子ども
たちのこと、イラクの歴史や文化を伝えた。イラクの今を誌面
でも共有したい。
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た
。
私
た
ち
の
活
動
の
話
を
聞
い
た
あ

と
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
活
動
時

の
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
方
や
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
、
責
任
の
も
た
せ
方
、
子
ど

も
同
士
が
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め
の

方
法
な
ど
、
子
ど
も
の
視
点
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
か
ら

こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
法
を
聞
け
た
こ
と

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

翌
２２
日
は
甲
府
市
に
移
動
し
、
山
梨
英

和
中
学
校
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
私
た

ち
の
活
動
と
イ
ラ
ク
の
戦
争
や
紛
争
の
歴

史
を
説
明
し
た
あ
と
で
、
女
子
生
徒
た
ち

は
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
絵
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
の
上
智
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
ア
リ
ー
と
私
に
と
っ
て
と
て
も

大
き
な
も
の
で
し
た
。
同
大
学
の
国
連

ウ
ィ
ー
ク
の
な
か
で
最
多
の
参
加
者
が

あ
っ
た
の
で
す
。
参
加
者
の
大
部
分
を
占

め
た
大
学
生
や
高
校
生
な
ど
の
若
者
に
、

紛
争
地
に
生
き
る
人
間
の
生
の
声
を
直
に

聞
い
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
紛
争
と

平
和
構
築
に
つ
い
て
の
経
験
を
共
有
で
き

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
終
了
す
る
頃
に

も
、
参
加
者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質
問
が

続
き
ま
し
た
。

１０
月
２９
日
、
富
山
県
砺
波
市
で
行
わ
れ

た
料
理
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ア
リ
ー
が
シ
ェ

フ
と
な
り
、
有
名
な

中
東
料
理
の
一
つ
「
マ

ク
ル
ー
ベ
」
や
レ
ン

ズ
豆
の
ス
ー
プ
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。
参

加
者
と
ラ
ン
チ
を
と

り
な
が
ら
、
イ
ラ
ク

の
食
文
化
や
日
本
と

イ
ラ
ク
の
文
化
な
ど

に
つ
い
て
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。

１０
月
３１
日
は
三
重
県
津
市
で
ド
ナ
ー
向

け
に
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
昼
食
会

で
、
ア
リ
ー
は
イ
ラ
ク
の
教
育
事
情
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。
学
校
の
必
要
設
備
が

い
か
に
不
足
し
て
い
る
か
、
子
ど
も
た
ち

が
屋
外
で
自
由
に
遊
ぶ
機
会
が
ど
れ
だ
け

奪
わ
れ
て
い
る
か
…
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
神
田
さ
ん
は
、
そ
の
話

に
感
動
し
、
私
た
ち
を
彼
の
息
子
さ
ん
が

通
う
小
学
校
へ
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

突
然
の
訪
問
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
校
職
員

の
方
々
は
私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
、
神
田
さ
ん
の
息
子
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
リ
ー
は
、
イ
ラ
ク
と
日
本
の
学
校
の

あ
ま
り
の
違
い
を
知
り
動
揺
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
悲
し
み
を
隠
し
、
平
和
の

大
切
さ
に
つ
い
て
語
り
、
学
校
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
息
子
さ
ん
は
、
家
に
帰
っ
た
あ
と

母
親
に
一
部
始
終
を
話
し
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。

最
後
の
訪
問
地
は
新
潟
市
。
私
た
ち

は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
イ
ラ
ク
の
歴
史

や
文
化
、
食
べ
物
な
ど
を
話
し
合
う
「
イ

ラ
ク
カ
フ
ェ
」
を
開
き
、
戦
争
と
は
違
う

イ
ラ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

新
潟
の
人
々
か
ら
は
、
歴
史
で
学
ん
だ
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に
つ
い
て
質
問
攻
め
に

あ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
潟
国
際
情
報
大
学
の
佐
々

木
寛
教
授
を
交
え
て
、
５
回
目
と
な
る
非

暴
力
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
潟
の
人
た
ち
に
「
平
和

の
ひ
ろ
ば
」（
注
１
）
の
活
動
を
紹
介
す

る
良
い
機
会
で
し
た
。
参
加
者
と
と
も
に

実
践
し
た
新
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
協

調
性
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
養
う
も
の
で
す
。

伝
え
続
け
る
し
か
な
い

イ
ラ
ク
現
地
に
事
務
所
を
も
た
な
い
私

た
ち
に
は
、
一
緒
に
活
動
で
き
た
こ
の
２

週
間
は
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

私
た
ち
の
活
動
を
国
内
各
地
で
知
っ
て
い

た
だ
く
重
要
な
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち

は
変
わ
れ
る
と
思
っ
た
時
、
イ
ラ
ク
の
未

来
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

11月3日。新潟市で「イラクカフェ」を開催し、イラクの文化や多様性な
どを話したあと、参加者とともに記念撮影。前列中央がアリー。

津市ではアリーが小学校を訪問し、日本の教育施設を見学した。放課
後、子どもたちに話す機会があり、平和について語った。日本とイラク
の学校の差に驚いていたようだ。

◎注1…「平和のひろば」：インサーンとJVCが協力して実施している、主に子どもたちを対象にした平和共存のためのプログ
ラム。避難民の子どもたちと地元住民の子どもたちが集い、交流しながら互いに知り合い、平和について学ぶ。戦闘により精
神的に傷ついた子どもたちも多く、心のケアも実施している。
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自
律
型
致
死
兵
器 

シ
ス
テ
ム
＝
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ

ロ
ボ
ッ
ト
が
人
を
殺
し
、
ゲ
ー
ム
の
よ

う
に
戦
争
が
で
き
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
世

界
が
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
発
達
と
と
も

に
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
キ
ラ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
は
正
式
な
定
義

が
ま
だ
な
い
が
、
本
勉
強
会
主
催
団
体
の

１
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
難
民
を
助
け
る
会
で

は
「
人
間
の
介
入
・
操
作
な
し
に
攻
撃
目

標
を
定
め
て
人
を
殺
傷
す
る
Ａ
Ｉ
兵
器
」

と
定
義
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
的
に

は
「
自
律
型
致
死
兵
器
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ａ

Ｗ
Ｓ
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
だ
実

践
投
入
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
米
露
な
ど

十
数
ヵ
国
で
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
開
発

さ
れ
た
暁
に
は
核
兵
器
に
次
ぐ
〝
第
三
の

兵
器
革
命
〟
を
も
た
ら
す
と
警
告
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
規
制
の
在
り
方

や
、
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
勉
強

会
が
４
月
に
開
催
さ
れ
、
１１
月
に
第
２
回

目
の
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
１
回
目

の
勉
強
会
で
は
主
に
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
と
は
何

か
、
そ
し
て
国
際
的
に
ど
の
よ
う
な
議
論

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。
今
回
の
勉
強
会
は
そ
の
第
２
弾

と
し
て
、
技
術
者
や
人
工
知
能
の
専
門
家

な
ど
を
交
え
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
問
題
点

Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・

ウ
ォ
ッ
チ
の
土
井
日
本
代
表
は
、
Ｌ
Ａ
Ｗ

Ｓ
が
実
践
投
入
さ
れ
る
問
題
点
は
主
に
以

下
の
３
点
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

①
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
同
情
心
が
な
い
た
め
、

大
量
殺
戮
を
躊
躇
な
く
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
も
し
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
が
独
裁

者
の
手
に
渡
っ
た
場
合
、
自
国
民
の
弾
圧

に
用
い
ら
れ
か
ね
な
い
。

②
戦
争
の
選
択
が
容
易
に
な
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
え
ば
身
内
の
兵
士
は
死
な
ず
に
済

む
た
め
、
戦
争
と
い
う
選
択
肢
を
と
る

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
だ
ろ
う
。

LAWS規制については、国際的なキャンペーン「CAMPAIGN TO 
STOP KILLER ROBOTS」があり、今回の勉強会はその一環として開催
された（※注：JVCはこのキャンペーンに参加しているわけではない）。

［報告］「キラーロボット」勉 強 会 報 告

2018 年度広報インターン
藤井  里彩

「キラーロボット」の
ない世界に向けて

「キラーロボット」というものを聞いたことがあるだろうか。
「人間の介入・操縦なしに攻撃・殺傷するAI兵器」と定義づ
けられつつあるこの開発中の新しい兵器に関してなにを考え
なければならないのか、という勉強会が開催された。参議院
議員会館で開催された今回の勉強会には、関心を持つ国会
議員やNGOだけでなく、ロボット技術者やAIの専門家なども
参加。その内容を報告する。
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③
も
し
ロ
ボ
ッ
ト
が
誤
作
動
を
起
こ
し
民

間
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
責

任
の
所
在
が
ど
こ
に
あ
る
の
か（
指
揮
官
、

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
製
造
者
ｅ
ｔ
ｃ
．）
判

断
す
る
の
が
難
し
い
。

「
な
い
も
の
」
を 

定
義
す
る
難
し
さ

先
ほ
ど
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
の
説
明
の
た
め
に
便

宜
上
１
つ
の
定
義
を
用
い
た
が
、
実
際
は

国
際
社
会
で
決
め
ら
れ
た
厳
密
な
定
義
は

存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ま
だ
Ｌ
Ａ

Ｗ
Ｓ
は
実
存
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。「
な

い
も
の
を
定
義
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
を
考
え
る
う
え
で
１
つ
の
重
要

な
意
味
を
有
す
る
。

勉
強
会
参
加
者
の
間
で
は
、
定
義
が
大

事
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
一
致
し
て
い
た

も
の
の
、
そ
の
定
義
の

仕
方
に
関
し
て
は
意
見

が
分
か
れ
て
い
た
。
ま

ず
慶
応
大
学
で
Ａ
Ｉ
を

専
門
に
研
究
さ
れ
て
い

る
栗
原
教
授
は
、
人
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し

て
い
る
時
点
で
「
人
間

が
関
与
し
な
い
」
こ
と

は
不
可
能
な
の
だ
か
ら
、
人
間
の
介
入
が

ど
こ
か
ら
か
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
文
言

を
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
及
し

た
。
ま
た
、
千
葉
工
業
大
学
未
来
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
古
田
セ
ン
タ
ー

長
は
、
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
に
関
し
て
「
人
工
知
能

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
危
険
で
規
制

す
べ
き
、と
い
う
論
調
に
疑
問
を
呈
し
た
。

と
い
う
の
も
、
既
存
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
軍
事

転
用
す
る
だ
け
で
も
十
分
甚
大
な
被
害
が

予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
本
当

に
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
大
量
殺
戮
を
止
め
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
人
工
知
能
の
搭
載
有
無

は
関
係
な
く
、「
無
人
で
動
く
殺
戮
兵
器

全
般
」
と
広
く
定
義
す
べ
き
だ
と
し
た
。

今
す
ぐ
条
約
交
渉
を 

行
う
こ
と
は
可
能
な
の
か

Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
は
、
一
刻
も
早
く
規
制

に
乗
り
出
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、

２
０
１
９
年
特
定
通
常
兵
器
使
用
禁
止
制

限
条
約
（
Ｃ
Ｃ
Ｗ
）
の
枠
組
み
に
て
条
約

交
渉
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
恐
ろ
し
い
兵
器
が
生

み
出
さ
れ
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
規
制
し
て

お
く
こ
と
は
重
要
だ
が
、
果
た
し
て
こ
れ

は
実
現
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

条
約
を
策
定
す
る
た
め
に
は
、
規
制
対

象
で
あ
る
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
に
明
確
な
定
義
が
必

要
と
な
る
。
こ
の
定
義
づ
け
が
甘
い
と
抜

け
穴
の
あ
る
条
約
が
完
成
し
て
し
ま
い
、

か
え
っ
て
規
制
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
が
実
存
し
て
い

な
い
以
上
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
を
見
越
し
て

抜
け
の
な
い
定
義
づ
け
を
行
う
こ
と
は
厳

し
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、「
焦
っ

て
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
交
渉
を
始
め

る
よ
り
は
、
第
一
歩
と
し
て
の
政
治
宣
言

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

実
際
に
Ｃ
Ｃ
Ｗ
会
議
に
お
い
て
も
挙
が
っ

て
い
る
」
と
、
Ｃ
Ｃ
Ｗ
会
議
の
日
本
代
表

団
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
拓
殖
大
学
の
佐
藤

教
授
は
述
べ
た
。

「
人
の
手
を
介
さ
ず
に 

人
を
殺
す
こ
と
」
へ
の 

倫
理
的
疑
念

私
は
こ
の
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
に
関
す
る
勉
強
会

に
初
め
て
参
加
し
た
の
だ
が
、
こ
の
議
論

は
総
じ
て
「
倫
理
的
で
あ
る
か
否
か
」
と

い
う
の
が
大
き
な
論
点
で
あ
る
と
感
じ

た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
誤
作
動
を
起
こ
し
た
場

合
の
話
や
、
民
間
人
と
軍
人
の
識
別
が
で

き
る
の
か
と
い
う
論
点
も
大
事
で
は
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
近
い
将
来
人
間
よ
り
も
ロ

ボ
ッ
ト
の
方
が
精
度
が
高
く
最
小
限
の
リ

ス
ク
で
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
見
越
し
て
も
な
お

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
を
規
制
す
べ
き
と
考
え
る
の

は
、
倫
理
的
な
側
面
か
ら
生
じ
る
疑
念
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
同

じ
「
人
を
殺
す
」
と
い
う
行
為
で
も
、
ト

リ
ガ
ー
を
引
く
の
が
直
接
的
（
人
間
が
殺

す
判
断
を
下
す
）
か
、
間
接
的
（〝
人
間

に
よ
っ
て
殺
す
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

さ
れ
た
〟
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
を
殺
す
）
か

の
間
で
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
ロ
ボ
ッ

ト
が
無
慈
悲
に
人
を
殺
す
こ
と
に
対
す
る

倫
理
的
、
人
道
的
な
側
面
が
最
も
問
題
視

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
を
め
ぐ
る
議
論
は
専
門
性
が

高
く
、
ま
た
慎
重
に
議
論
を
行
っ
て
い
く

必
要
も
あ
る
。
し
か
し
、
ど
う
す
べ
き
か

議
論
を
し
て
い
る
こ
の
瞬
間
に
も
、
ゲ
ー

ム
の
よ
う
に
戦
争
が
で
き
て
し
ま
う
世
界

は
刻
々
と
近
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
主
導
す
る
議
論
も
も

ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
一
般
人
と
し
て

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
が
開
発
・
実
践
投
入
さ
れ
る
危

険
性
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と

も
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
勉
強
会

で
あ
っ
た
。

NGOだけでなく、様々な分野からの専門家をお招きして活発
な意見交換を行なわれた。写真は慶応大学理工学部の栗原聡
教授（専門は汎用AI、群知能）。多分野を巻き込んだ議論が、より
実効力のある規制への道を見つけることにつながるだろう。
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タイ

日・タイ経験交流

◎日本政府からの活動地への渡航規制について：
政府補助金（NGO連携無償資金協力）での事業実施につい
て、外務省から「安全管理」を理由とした活動地への渡航・
移動の制限が強まっている。これに関連して、他NGO団体
と連携し、11月の外務省NGO連携推進委員会の場で問題
提起した。
◎モザンビーク／プロサバンナ事業関連：
・NGO・外務省定期協議会2018年第2回ODA政策協議
会（12月5日）：長谷部・渡辺が参加。プロサバンナ事業に
関する議題を提案した。
・11月17日～ 26日の日程で、モザンビークおよびブラジ
ルから農民・市民社会メンバーを招へいしての3ヵ国民衆会
議を開催した（本誌2ページ参照）。
・12月上旬、渡辺の再渡航に向けて外務省およびモザンビー
ク大使館に査証発給の要請を行った。現在も協議継続中。

 (渡辺)

2013年から続く内戦は、9月12日、敵対するキール大統
領派とマシャール前副大統領派、その他多数の反政府勢力が
最終和平合意に署名。戦闘行為は沈静化したが、各地の状況
は不安定で、難民や避難民の故郷への帰還は進んでいない。
首都ジュバ郊外のマンガテン国内避難民キャンプでは、就

学機会の拡大のため小学生300人にノートとペンを配布、
特に経済的な困難を抱える家庭の児童90人に対して学費の
支援を実施した。女性の生計向上のため6月に支援した製粉
機は1日20人に利用されている。女性たちは落花生や乾燥
オクラを粉末にし、加工食品として市場で販売して家計収入
を向上させている。
スーダン国境沿いのイーダ難民キャンプでは、10月に幼稚

園の新年度がスタート。研修を受けたボランティア教員たち
によるクラス運営が行われている。商業地区で暮らしている
「ストリートチルドレン」に対して小学校への復学支援を実
施。対象の30人は、学用品や昼食の提供を受けて毎日通学
している。週末にはスポーツや絵画教室も行われる。（山本）

南スーダン調査研究
国内避難民・
難民キャンプでの支援

外務省・JICAとの政策協議／
各種提言

タイ国内における地域の自給と安全
な食の流通をミッションとしたソー
シャル・エンタープライズのスタート
アップを想定して行う日本交流事業の
第3弾を10月28日～ 11月10日に
実施した。農業を核としてソーシャ
ル・エンタープライズの事業を想定し
ているタイ人7人が来日。生活クラブ
生協（東京都・栃木県）、埼玉県小川町、
千葉県東金市の若手農家グループを訪
問し、フードセキュリティーの理念と
持続的な経営を両立させるしくみに焦
点を当て、実践者同士の経験交流と学
びあいの実践を行った。小川町では生

産する有機大豆を
全量買取する地元
のとうふ工房との
連携や、保育園の給
食への卸しなど、地
域内アクターとの
連携のあり方を学
んだ。生活クラブ生協と取引のある栃
木県の生産者グループからは、生活ク
ラブとの長年にわたる信頼関係が農家
の持続的な経営を可能にしていること
を教えられた。千葉県東金市の若手農
家グループでは、グループを会社法人
化するまでの経緯に触れ、グループの

最も適切な形態を模索していく必要が
あることを伝えられた。
今回の経験をもとにタイ国内で今後

新たな実践が生まれること、また訪問
した各地域との新たな経験交流が生ま
れることへの期待が日本・タイ双方と
もに共有された。（下田）

9月後半 ～ 12月前半

生活クラブと取引のある栃木県のキャベツ生産者の圃場にて。
生活クラブとの提携の歴史を学んだ

学用品を受け取る子どもたち。
教室が歓喜の声に包まれた

J V Cは現在、11の国・地域で活動しています。
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カドグリでの出生登録支援（第3期）は全ての支援対象児
童の手続きが完了し、558名に登録証が発行された。これま
でに主な避難民居住区をカバーしたこと、登録の必要性につ
いての意識が根付きつつあることから、今期の活動をもって
出生登録支援に一旦区切りをつける。出生登録の主導権を現
地行政及びコミュニティに引き渡す活動の一環として、住民
リーダー、行政・関係省庁の担当者などが一同に会する会議
を持ち、登録システムの改善や連携について話し合った。出
生直後の保健省への届出により登録がスムーズになるため、
出産に立ち会う助産師への研修や、保健省への啓発活動も実
施した。
カドグリ郡の避難民居住区ヘル・ジャディーダ及びリフ・
アシャギ郡の帰還民地域のクエイクで建設中であった小学校
校舎が完工。修理・新規製作あわせて500セットの机と椅
子の支援も行った。さらに、井戸の設置・修理を行った集落
の井戸管理委員会メンバーを対象に、今後も住民の手によっ
て井戸が継続的に維持管理されるよう技術研修を行った。

（山本）

活動村10村での調査活動を進め、人口や世帯数、自然資
源の利用状況、消費財の所有実態、農業生産やマーケット等
に関するデータを収集し、衛星写真を使った村境や土地利用
の把握などを一通り行った。収集したデータを整理した上
で、11月から12月にかけてJVC内部でデータを分析し、
村の問題は何か、村人にとって具体的にどのような活動が必
要か、スタッフ間で検討を重ねた。これと並行して各活動村
で収集したデータや活動の検討結果を共有しつつ村人と話し
合い、実際に取り組む活動の内容についておおむね決定した。
その後、2村で一部の農業技術研修の対象となる世帯の選定
を行い、5村で村境の地図化やコミュニティー林、魚保護地
区の設置についての話し合いを進めた。
12月上旬には土地や自然資源などに関する法的権利を伝

える法律カレンダーを使って、土地取引における住民の権利
や契約上の注意事項、森林保全などに理解を深めるワーク
ショップを2村で行った。また、土地問題に関わるNGOネッ
トワークのメンバーとして、これまで内容策定に関わってい
た2019年版法律カレンダーの発表会議に参加した。

（山室）

今年度に開始した「識字アクション」が進んでおり、11の
教室において、これまで文字を学ぶ機会を持てなかった男女
がパシュトゥ語と算数を勉強している。教室開始から5ヵ月
目に入った11月、教員の指導能力向上のため、教員の一人
が研修で学んだ手法を生徒がいる実際の教室で実践し、それ
を他の教員たちが参観して改善点を述べ合うという手法で研
修を実施した。
非暴力で家庭や地域での争いをどう解決するかを住民同士

で学び合う「ピース・アクション」では、戦闘がより激しい
地域の住民を、JVCが住民の自主グループ活動を支援して
きた村々に招待し、平和につながる地域づくりの実践例を見
学してもらった。治安状況が非常に厳しい中でのこのような
地域間交流の実施には様々な課題があったが、参加者はお互
いからの刺激を受け、充実した意見交換ができた。（加藤）

10月中旬に中国・吉林省延辺州延吉市を訪問し、少年児
童図書館で『南北コリアと日本のともだち展』絵画の展示と
共同制作ワークショップを実施した。また、同時に延辺大学
も訪問、日本語学科の学生に校内を案内してもらいながら、
大学事情を聞くことができた。
11月上旬には、大学生平和交流プログラムの第4回勉強
会を大阪で開催し、在日コリアン1世の講演やコリアタウン
でのフィールドワークを通して、在日コリアンの歴史を学ぶ
機会を得た。なお、1月末には、1年間のまとめとなるワー
クショップを実施する予定。
発信の機会としては、11月下旬に岩手県花巻市で宮西が

講演したり、12月上旬には平壌の交流に参加した学生の報
告会も開催した。
また、10月31日から11月1日にかけて、韓国・ソウル

で開催された対北人道支援国際会議に参加、現地駐在の国連
機関やNGOの事例等の情報を収集した。（宮西）

スーダン
ラオス

アフガニスタンコリア

紛争による避難民・
難民への支援
（南コルドファン州）

農業・農村開発／
土地森林保全事業
（サワナケート県）

平和活動／
識字教育（ナンガル
ハル県）

絵画交流『南北コリアと
日本のともだち展』／大
学生平和交流プログラム

出生登録の届出フォームの記入方法な
どを習得するための研修に集まった助産
師、保健省のスタッフたち

延吉で実施したワークショップでは、延吉
の名所などの作品が完成。会場だった延
吉市少年児童図書館も作品となった

女性教員の研修。授業の始まり・展開・
まとめといった流れや時間配分や留意
点を学ぶ

村人と地図を見ながら活動内容を話し
合う
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事業地・コンポンクダイでは、次期活動対象候補村での生
活状況調査を継続中。また、18年度下期に予定している池
掘削に関する調査を行っており、今後、データをもとに候補
地や掘削方法などを村長や村人を交えて検討していく。
プノンペン事務所では、事務所内に設置していた資料・情

報センター（TRC）の全書籍を9月末に王立農業大学の図書
館に移管した。大学の蔵書データベースへの登録が完了次
第、生徒が利用する書棚に書籍が並ぶ予定。19年2月を目
標に移管セレモニーを開催する。
そのほか、駐在員の大村が10月から約1ヵ月間日本に一時
帰国し、各地でドナー報告会を実施した。また、ジャーナリ
ストの堀潤氏、フォトジャーナリストの高橋智史氏らとの外
部報告会を開催したほか、「開発メディアganas」「佼成新聞」
「NewsX」などのメディア対応を行った。大村の一時帰国に
あわせて、勤続25年の現地職員リツが日本に出張し、ドナー
報告同行、広島・長崎での平和学習、広島県呉市での土砂運
びボランティアなどを通じて知見を深めた。12月には事業
地・コンポンクダイで日本出張報告会を実施した。（大村）

◎若者のレジリエンス・地域保健の向上事業（東エルサレム）：
19校で実施している学校保健委員会（SHC）へのトレーニ
ングは、「ジェンダー」「子どもの保護」に関するものを除き、
すべて完了。小規模イニシアティブは「図書館の創設と雨漏
りする教室の修復・塗装」「地域にあるジムの床の修繕」など、
イスラエル政府下で十分な予算を得られないパレスチナの学
校を地域の人たちと協力して環境改善するものが目立った。
自発的に活動を行うSHCも多く、「昼食を持って来られない
生徒に、学内で毎昼健康な軽食を配布する」「各クラスの清掃
チェックを毎朝行う」という声も聞かれた。また、活動のた
めに自分たちで寄付を募るSHCも多かった。
◎栄養失調予防事業（ガザ地区）：貧困度の高い中部地域に
おいて、40人のボランティア女性とともに、子どもの栄養改
善のための家庭訪問が開始された。対象年齢を昨年よりも2
才低くして対象人数を増やしたため、より早期の介入が可能
となった。パートナー団体(AEI)のスタッフもジェンダー主
流化のトレーニングを受けるなど、スキルを上げながら40
人のボランティアを現場で育成している。（山村）

カンボジアパレスチナ

農村における
生業改善支援／
環境教育

若者のレジリエンス
向上事業／
栄養失調予防事業

2018年度上半期の調査・情報収集
を受けて、新しい活動のパートナーを、
親のいない子ども等のケアをコミュニ
ティベースで行う2団体に絞った。こ
れを受けて、9月後半から12月前半
にかけて協働で活動を計画・実施する
ための土台づくりを行った。具体的に
は、子どもケアボランティアとともに
ケアセンターに通う約30名の子ども
たちの家庭訪問を行い、子どもを取り
巻く状況を把握し、また活動村内の一
般的な状況と課題およびリソースにつ
いての事実確認と、これらの様々な課
題やリソースがどのように関連してい
るのかを検討した。その上で、これら
に基づき、今後必要と考えられる活動
分野について協議、活動の優先順位や
戦略の確認を行ってきた。（渡辺）

10月19日から11月5日、イラクの
現地パートナー団体INSANの代表ア
リー・ジャバリさんが来日し、都内の
他、山梨県穴山町、富山市、三重県津市、
新潟市で報告や交流をした。アリーさ
んが講師になる非暴力トレーニングの
ワークショップも実施した。様々な活
動を行った上で、今年度の活動のふり
かえりや来年度以降の方向性について
も内部でも議論した。（本誌12ページ
参照）
9月22日に、アーユス仏教国際協力
ネットワークとの共催で、鷲見朗子先
生を講師にお招きしたイベント「千一
夜物語の舞台としてのバグダッド 」を
都内で開催した。また、11月18日には、
イラク支援コンサート「アラブの夢」を
開催した。（ガムラ）

原発事故からの避難者が暮らす北原団
地において自治会を結成すべく、カウン
ターパートである地元NPOとの協議を
重ねてきたが、先方の人員体制や目標の
変更により協働体制を築くことができな
かった。このため、今年度の重点目標で
あった北原団地における自治会結成が実
現困難であると判断し、年次計画を変更
することとした。
住民へのヒアリングなどにより社会福
祉協議会による見守りは機能しており、
支援団体間の連携にも問題ないことが明
らかとなったため、今後は、住民が主体
的に運営しているサロン活動へのサポー
トは継続しながら、南相馬事業終了に向
けて、活動の振り返りを行うと共に、今
後の「福島への関わり方」についても検
討を進める。（横山）

南アフリカイラク南相馬
新事業に向けての調査パートナー団体代表を招へい復興公営住宅での

サロン運営

左・堀潤氏、右・高橋智史氏。10/25に主
催した外部報告会『カンボジア「最前線」
2018』にて。満員御礼でした！

スール・バーヒルの女子校で行われてい
る、毎日無料で健康な軽食を配る活動。
SHCの生徒が担当している
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「
知
る
権
利
」
を

侵
害
す
る
事
業

２
０
１
８
年
８
月
１
日
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

マ
プ
ト
市
行
政
地
方
裁
判
所
が
、
プ
ロ
サ
バ
ン

ナ
事
業
が
「
人
び
と
の
知
る
権
利
を
侵
害
し
て

い
る
」
と
し
て
、
事
業
に
関
す
る
情
報
の
全
面

公
開
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た
。「
プ
ロ
サ
バ

ン
ナ
に
ノ
ー
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
注
２
）」の
相

談
を
受
け
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
弁
護
士
協
会
が
、

事
業
の
管
轄
省
で
あ
る
農
業
食
料
安
全
保
障
省

（
以
下
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
）大
臣
を
相
手
に
提
訴
、こ
れ

が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
だ
。
判
決
は

情
報
の
「
１０
日
以
内
の
全
面
公
開
」
を
命
じ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
裁
判
に
お
い
て
一

切
の
反
対
論
述
も
陳
述
も
し
て
お
ら
ず
、
反
論

や
異
議
の
不
在
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
法
律
で

「
事
実
の
告
白
を
意
味
」
す
る
旨
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
１２
月
５
日
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
外

務
省
定
期
協
議
会
／
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
で
、

外
務
省
の
見
解
と
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

そ
の
結
果
、
外
務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
①
９
月

２７
日
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
弁
護
士
協
会
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
に
基
づ
く
現
地
報
道
で
裁
判
と
判
決

に
つ
い
て
初
め
て
知
り
、
②
１０
月
２９
日
に
駐
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
大
使
館
と
現
地
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所

が
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
照
会
、
そ
の
結
果
、
③
Ｍ
Ａ
Ｓ

Ａ
が
判
決
の
１０
日
以
内
に
、
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事

業
に
関
す
る
情
報
を
開
示
し
て
き
た
旨
説
明
す

る
書
簡
を
、
根
拠
と
な
る
資
料
と
と
も
に
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ａ
大
臣
名
で
発
出
し
た
と
の
説
明
を
受
け
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
④
行
政
裁
判
に

つ
い
て
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
内
の
手
続
き
で
あ

り
、
情
報
開
示
に
つ
い
て
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政

府
が
適
切
に
対
応
す
る
も
の
と
の
見
解
が
示
さ

れ
、
故
に
⑤
「
根
拠
と
な
る
資
料
」
の
内
容
は

確
認
し
て
い
な
い
旨
も
説
明
が
あ
っ
た
。

な
お
、
判
決
以
降
、
１９
年
１
月
現
在
ま
で
、

新
た
な
情
報
は
何
ら
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。

責
任
放
棄
す
る
日
本
政
府

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
、
様
々
な
項
目
に
お
い
て
、
情
報
公

開
の
重
要
性
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
そ
の
た

め
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
役
割
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
「
Ⅱ 

環
境
社
会
配
慮
の
プ
ロ
セ
ス

２・１
情
報
の
公
開
」に
は
、
情
報
公
開
は「
相

手
国
等
が
主
体
的
に
行
う
こ
と
」
を
原
則
と
し

つ
つ
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
適
切
な
方
法
で
自
ら

情
報
公
開
す
る
」、「
情
報
が
現
地
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
対
し
て
公
開
・
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

相
手
国
等
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
」

と
あ
る
。
ま
た
「
２・
６
参
照
す
る
法
令
と
基

準
」
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
相
手
国
及
び
当
該

地
方
の
政
府
等
が
定
め
た
環
境
や
地
域
社
会
に

関
す
る
法
令
や
基
準
を
遵
守
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
地
に
お
け

る
環
境
社
会
配
慮
の
実
現
に
と
っ
て
、
情
報
公

開
と
、
そ
の
た
め
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
相
手
国

政
府
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
と
関
与
が
欠
か

せ
な
い
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
判
決
に
つ
い
て
知
っ
て

か
ら
１
ヵ
月
以
上
経
っ
て
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
照
会
、

「
こ
れ
ま
で
情
報
開
示
し
て
き
た
」と
い
う
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ａ
に
よ
る
説
明
を
、
根
拠
と
な
る
書
類
の
確

認
も
せ
ず
に
聞
い
て
き
た
だ
け
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・

外
務
省
の
対
応
は
、
環
境
社
会
配
慮
実
現
の
た

め
の
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
一
方
、
判
決
文
に
は
「
政
策
事
項

へ
の
参
加
の
権
利
の
特
徴
は
、
公
的
な
情
報
の

入
手
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
理
解
を
前
提
と
し
て

い
る
」
と
も
あ
る
。「
事
業
は
反
対
派
も
含
む

人
び
と
の
参
加
型
で
進
め
る
」と
す
る
外
務
省・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
、
情
報
公
開
に
全
面
的
に
応
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
政
府
」
と
の

信
頼
関
係
の
不
在

さ
ら
に
、
上
記
①
で
確
認
さ
れ
る
、
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
政
府
が
裁
判
と
判
決
に
つ
い
て
日
本
政

府
に
何
ら
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

は
重
大
だ
。
こ
れ
ま
で
、
外
務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
尊
重
」
を
主
張
し
て
き
た
が
、
そ
の
実
態

が
、「
都
合
の
悪
い
事
実
が
隠
さ
れ
る
関
係
性
」

で
あ
る
こ
と
が
今
回
の
件
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
、
市
民
社
会
か
ら
の
様
々
な
指

摘
と
対
応
の
要
請
に
対
し
、日
本
政
府
が「
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
尊
重
」
を
隠
れ
蓑
に
、
都
合
の

悪
い
こ
と
は
全
て
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
の
責

任
」
に
擦
り
付
け
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、
当

然
の
帰
結
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
現
地
で
は
、
事
業
に
反
対
の
声
を
あ
げ

る
人
び
と
に
対
す
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
に
よ

る
弾
圧
等
の
人
権
侵
害
が
生
じ
続
け
て
お
り
、

早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
都
合
の
悪
い

事
実
が
隠
さ
れ
る
関
係
性
の
下
で
は
、
相
手
国

政
府
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵
守
を
確
保
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
現
地
の
人
び
と
を
人

権
侵
害
か
ら
守
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。

外
務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
、自
分
た
ち
が
、Ｏ

Ｄ
Ａ
の
相
手
国
の
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
政
府

と
も
信
頼
関
係
が
築
け
て
い
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
に
、
そ
ろ
そ
ろ
気
づ
い
て
ほ
し
い
。
日
本

政
府
の
無
責
任
な
態
度
が
、
現
地
政
府
に
よ
る

人
権
侵
害
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
助
長
し
て
い
る
。
そ
ん
な
状
況
下
で
、
貴

重
な
税
金
を
投
じ
ら
れ
続
け
る
の
は
（
注
３
）、

市
民
と
し
て
迷
惑
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

プロサバンナ事業    第24回

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
実
施
に
欠
か
せ
な
い

「
相
手
国
政
府
」と
の
信
頼
関
係

つ
い
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
司
法
が
動
い
た
。
現
地
の
裁
判
所
が
、

プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
が
「
人
び
と
の
『
知
る
』
と
い
う
根
本
的
な
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
」

と
し
て
、「
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
の
影
響
を
受
け
る
市
民
の
自
由
と
権
利
を
侵
害
す
る

可
能
性
の
あ
る
計
画
・
組
織
お
よ
び
決
定
に
関
す
る
公
益
に
か
な
う
情
報
」
の

全
面
公
開
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た
（
注
１
）。

事
業
下
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
資
料
も
多
く
作
成
さ
れ
て
き
た
。

い
ま
、
日
本
政
府
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
は
。

地
域
開
発
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
南
ア
フ
リ
カ
事
業
担
当　

渡
辺 

直
子

◎注1…判決文日本語仮訳（全文）https://www.farmlandgrab.org/post/view/28573-
◎注２…現地小農・市民社会組織からなるネットワークで、JVCの提言活動の現地パートナーでもある。
◎注３…プロサバンナ事業全体で、これまで32億円の税金が投じられている。
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Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
昨
年
９
月
に
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
以
下
専
門
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）」を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
外
部
の
方
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事

業
運
営
／
団
体
運
営
に
（
あ
る
程
度
の
期

間
、
責
任
を
持
っ
て
）
関
わ
っ
て
い
た
だ

く
際
に
は
、
形
態
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、

「
役
員
」（
＝
理
事
及
び
監
事
、
任
期
２
年

／
再
任
あ
り
）
に
な
っ
て
い
た
だ
く
、
と

い
う
ケ
ー
ス
が
主
で
し
た
。

し
か
し
、
理
事
及
び
監
事
の
就
任
枠
に

は
制
限
（
理
事
９
〜
１３
名
、
監
事
１
〜
２

名
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
理
事
に
関
し

て
は
「
団
体
の
（
最
終
的
な
）
運
営
責
任

を
負
う
」
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
こ
の
部

分
に
関
し
て
、
も
う
少
し
御
本
人
の
負
担

感
が
少
な
い
形
で
も
専
門
分
野
に
特
化
し

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
枠
を
正
式
に
設
け
た
い
、
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、今
回
の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
定
義
は
、
規
定

で
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

①
活
動
地
の
現
状
及
び
国
際
協
力
へ
の
取

り
組
み
に
精
通
し
、
か
つ
国
際
協
力
の
知

識
経
験
を
有
し
て
お
り
、
協
力
事
業
に
関

し
て
適
切
な
助
言
、提
案
が
で
き
る
者

②
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
実
施
す
る
個
別
の
国
内
事
業

や
組
織
運
営
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
有
し
、
適
切
な
助
言
、
提
案
が
で

き
る
者

③
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
行
う
国
際
協
力
に
関
す
る
案

件
を
形
成
す
る
上
で
、
適
切
な
助
言
、
提

案
が
で
き
る
者

ま
た
そ
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
代
表
理

事
か
ら
の
委
嘱
で
あ
り
、
原
則
無
報
酬
、

任
期
は
２
年
（
再
任
あ
り
）、
最
大
８
名

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
最
初
の
段
階
に

あ
っ
て
、
以
下
に
紹
介
す
る
４
名
の
方
に

委
嘱
を
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
方
も
該
当
分
野
に
お
け
る
深
い
知

見
が
あ
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
趣
旨
に
賛
同

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

今
後
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

政
策
提
言
分
野

高
橋 

清
貴

（
恵
泉
女
学
院
大
学
教
授
／
元
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
（
調

査
研
究
・
政
策
提
言
担
当
））

上
智
大
学
卒
業
の
の
ち
、
青
年
海
外
協
力
隊
隊

員
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
勤
務
。
そ
の
後
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
社
会
人
類
学
修
士
課
程
及

び
博
士
課
程
を
経
て
、
96
年
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
参
加
。

農
村
金
融
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
、
国
連
改
革
、
軍
と
人

道
支
援
の
関
係
な
ど
の
問
題
に
関
わ
る
。
そ
の
後
、

恵
泉
女
学
院
大
学
教
授
に
。
外
務
省
開
発
協
力
適

正
会
議
委
員
、
元
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
。

広
報
／
F
R
分
野

鎌
倉 

幸
子

（
か
ま
く
ら
さ
ち
こ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）

ア
メ
リ
カ
・
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
のSchool for 

International Training

で
異
文
化
経
営
学

修
士
。
99
年
、
公
益
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
入
職
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
い
て
図

書
館
事
業
で
５
０
０
を
こ
え
る
小
学
校
に
図
書
室

を
設
置
す
る
。
07
年
東
京
事
務
所
に
異
動
、
11
年

1
月
に
広
報
課
を
立
ち
上
げ
る
。
東
日
本
大
震
災

の
後
、
公
共
図
書
館
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

岩
手
県
沿
岸
部
で
本
を
車
に
積
ん
で
仮
設
住
宅
を

巡
回
す
る
「
い
わ
て
を
走
る
！
移
動
図
書
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
。
15
年
12
月
末
に
シ
ャ

ン
テ
ィ
を
退
職
。

開
発
全
般
（
特
に
農
村
開
発
）
分
野

中
田 

豊一

（
ム
ラ
の
ミ
ラ
イ
代
表
理
事
）

大
学
在
学
中
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
支
援
に
携
わ

る
。
ア
ジ
ア
学
院
農
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
経

て
、
86
〜
89
年
、
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
駐
在
員
。
95
年
1
月
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に

遭
遇
、
直
後
よ
り
救
援
活
動
に
従
事
。
同
年
5
月

か
ら
98
年
3
月
ま
で
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
事
務
局
長
。
以
後
、
フ
リ
ー
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
長
期
専
門
家
（
ラ

オ
ス
）
な
ど
。
近
年
は
メ
タ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

手
法
の
普
及
に
注
力
。
神
戸
市
在
住
。
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
神
戸
理
事
長
。

会
計
実
務
／
国
際
税
務
分
野

池
田 

未
樹

（
い
け
だ
税
理
士
事
務
所
／
元
J
V
C
ス
タ
ッ
フ
）

大
学
卒
業
後
、
塾
講
師
や
税
理
士
事
務
所
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
勤
務
。
11
年
に
震
災
後
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
て
イ
ン
タ
ー
ン

と
し
て
働
く
。
帰
国
後
の
１２
年
よ
り
経
理
と
し
て

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
に
参
加
。
１４
年
か
ら
イ
ラ
ク
事
業

担
当
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
平
和
教
育
活
動
に
関

わ
る
。
１８
年
３
月
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
退
職
。
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
クfor TICAD

、
Ｊａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
、
ア
ー
ユ

ス
各
団
体
監
事
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置

事
務
局
次
長　

細
野 

純
也
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杉並区の妙法寺にて開催された「いのり題目市」に、アー

ユス仏教国際協力ネットワークさんからのお誘いでJVCと
してクラフト雑貨などの販売ブースを出展し、その当日運営

に参加してきました。東京都西部の日蓮宗のお寺や信者の

方々が毎年この時期に一堂に会し、世界の平和のために祈り

を捧げる「いのり題目の日」という大きな会合があり、その

一角で様々なNGOが集まってこの「いのり題目市」が開か
れ、手工芸品やフェアトレードの食品などが数多く販売され

ていました。

会場に来られていた参加者の皆さんを見て感じたのは、世

界の平和のために日々祈り行動している方々であるためか、

国際協力への理解は得やすいということでした。例えば「毎

年これを集めているのよ」とこの雑貨販売を楽しみにしてい

ることを教えてくださったり、雑貨について詳しく聞いてく

ださりました。また、これまで参加してきたイベントと違っ

て会場に長い時間滞在できたため、ブース出展されている他

団体の方との情報交換や雑貨の見学をするなど、交流する時

間を多く持つことができました。途中、「いのり題目の日」の

会場である妙法寺の出入り口にも出展させていただけたた

め、少人数ながらも一般の方にも雑貨を販売でき、また熱心

に団体の活動内容を聞いて理解を示していただくこともでき

ました。

私は「ホームページ分析インターン」であることから、普

段は事務所内でパソコン相手に作業することが多く、支援者

の方から直接お話を伺う機会はあまりありません。JVCの
活動を長く続けるにはどのようにして支援してくださる方を

増やしていけばいいのか、大きな枠の中で考えることが多く、

“大多数”に目を向けてばかりでした。しかしながら、実際に

JVCの活動を支えてくださっているのは、こうしたイベン
トに参加し、関心を持ってくださる“ひとり”なのだと感じ

ました。そのため今回このように、画面越しの大多数ではな

く、お一人お一人として直接お話をしてJVCへの理解を広
げていくような経験はとても楽しく貴重なものであり、改め

て自身の姿勢を見直す大切な一日となりました。

JVCのインターンとして活動する時間は残りわずかとな
りましたが（3月末で修了）、終了後も忘れてはいけない大事
なことを学んだ時間でした。

10/6（土） 神奈川県中郡二宮町【外部講演】
WE講座「パレスチナの今を知る」 
10/7（日） 東京都世田谷区【外部講演】
なぜ私たちはパレスチナに行くのか 
10/13（土） 山梨県韮崎市穴山町【出展】
東日本大震災被災地応援企画 
穴山町サンマ祭

10/17（水） 東京都渋谷区
「アグロエコロジー」と「食の主権」を学ぶ

10/20（土） 東京都千代田区
JVC代表交代イベント
「私たちはなぜ国際協力をするのか？」
12年ぶりの代表理事交代にあたり、新旧代表が登壇
するトークイベントを開催しました。

10/21（日） 山梨県韮崎市穴山町
イラクの子どもたちが 
心を開ける場所を作る

10/23（火） 東京都千代田区
ISIS後のイラク・シリアの課題
～平和構築と難民支援～

10/26（金） 東京都品川区
カンボジア「最前線」2018 
昨年に引き続き、カンボジアの最新情報をゲストジャー
ナリストとともにお伝えするイベントを開催しました。

10/27 （土） JVC東京事務所
イラクカフェ vol.2 
10/27 （土） 東京都新宿区【外部講演】
映画『ソニータ』上映会&トークショー 
10/28 （日） 東京都港区
「対話」の本質　非暴力トレーニングから
学ぶコミュニケーション

11/2 （金） 東京都文京区
食と農のグローバリゼーション
アフリカ・日本の農業と開発援助から考える

11/3 （土）、11/4 （日） 新潟県新潟市
①新潟イラクカフェ、②非暴力ワークショッ
プ＆イラクでの取り組み報告会

11/8 （木） 神奈川県横浜市【出展】
WEフェスタ2018
“もったいない”は世界につながる

11/10 （土） JVC東京事務所
「モザンビーク農民の"No"」の
歴史的ルーツを辿る

11/17 （土） 東京都港区
ガザ取材・支援で知った人々の苦悩、
日本市民の役割とは
本誌10ページ参照。

11/18 （日） 東京都新宿区
チャリティ・コンサート　アラブの夢

11/20 （火） 東京都千代田区
第二回 キラーロボットのない世界に
向けた日本の役割を考える勉強会
本誌14ページ参照。

11/20（火）～22（木） 東京都内
3ヵ国民衆会議
（日本・モザンビーク・ブラジル）
本誌2ページ参照。

11/24 （土） 岩手県花巻市【外部講演】
怖がっているだけではわからない 
誰も教えてくれなかった北朝鮮の素顔

11/24 （土） 神奈川県藤沢市【外部講演】
身近な国 南スーダンからの報告

12/1（土）東京都世田谷区、12/8（土）大阪府大阪市
JVC国際協力コンサート2018 
第30回東京公演、第25回大阪公演

12/8 （土） 東京都台東区
日朝学生交流報告会2018 
12/15 （土） JVC東京事務所
ガザを学ぼう&
パレスチナ刺繍でストラップ作り

もとの会場とは別に、妙法寺の出入り口近くに
一般向けとして設置した物販ブース。

10月 ～ 12月

いべんと・ピックアップ！

その他の主なイベント

10/26（金）東京都杉並区

「いのり題目市」
2018年度ホームページ分析インターン　那須 宝子
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『
人
権
の
思
想
史
』

浜
林
正
夫 

著　

吉
川
弘
文
館

１
９
９
９
年
５
月　

１
７
０
０
円
（
税
抜
）

友
人
か
ら
託
さ
れ
た

『
と
も
だ
ち
展
』

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
こ
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

渡
辺 

ほ
み

ラ
オ
ス
事
業
担
当  

木
村 

茂

私
の
３０
年
来
の
友
人
、
Ｔ
Ｖ
局
外
信
部
の

李
さ
ん
は
『
南
北
コ
リ
ア
と
日
本
の
と
も
だ

ち
展
』を
１５
年
前
か
ら
取
材
し
て
い
ま
し
た
。

彼
女
は
こ
の
地
道
な
活
動
が
い
か
に
貴
重
か

を
力
説
し
、
ぜ
ひ
自
分
の
代
わ
り
に
関
わ
り

続
け
る
よ
う
私
に
託
し
て
、
２
０
１
７
年
の

年
末
に
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
彼
女
も
私

も
在
日
２
世
で
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
関
係

改
善
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
考
え
る
同
志
の
よ

う
な
存
在
で
し
た
。

こ
の
１０
年
、
私
は
地
域
の
主
婦
仲
間
と

作
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
子
育
て
広
場
や
障
が
い
児

向
け
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
す
る
仕

事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
方
で
朝
鮮
半

島
の
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
李
さ
ん
か
ら

『
と
も
だ
ち
展
』
を
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
。

１７
年
２
月
、
私
は
彼
女
と
共
に
『
と
も
だ

ち
展
』
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
こ
の

活
動
を
担
っ
て
き
た
事
務
局
の
方
を
紹
介
し

て
く
れ
、
私
も
『
と
も
だ
ち
展
』
の
活
動
は

素
晴
ら
し
い
な
ぁ
と
実
感
。
そ
の
後
、
春
か

ら
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
週
１
回
す
る
よ

う
に
な
り
、
翌
１８
年
４
月
か
ら
週
２
日
ほ
ど

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
は
じ
め
、
Ｊ

Ｖ
Ｃ
の
会
員
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
の
私
の
仕
事
は
「
日
朝
大
学
生
交
流
」

の
事
務
局
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
日
本
の
大
学

生
た
ち
が
平
壌
外
語
大
日
本
語
学
科
の
学
生

た
ち
と
交
流
す
る
活
動
は
６
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
今
年
は
交
流
だ
け
で
な
く
歴
史
な
ど

の
学
習
会
や
大
阪
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
も
含
め
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
て
進
行
中
で
す
。

実
際
に
交
流
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
が
悩
み

な
が
ら
も
ム
ク
ム
ク
と
成
長
し
て
い
く
様
子

を
間
近
で
見
て
感
心
し
っ
ぱ
な
し
で
す
。

韓
国
の
小
学
校
や
中
国
延
吉
の
図
書
館
で

絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
り
、
国

際
会
議
に
参
加
し
た
り
、
慣
れ
な
い
仕
事
に

５０
代
の
新
人
お
ば
さ
ん
は
右
往
左
往
。
凹
む

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
東
ア
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち
・
若
者
た
ち
の
「
知
り
合
い
た

い
」「
仲
良
く
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
に

触
れ
る
た
び
に
感
動
し
て
パ
ワ
ー
を
も
ら
い

ま
す
。
そ
し
て
私
を
こ
こ
に
導
い
て
く
れ
た

友
人
、
李
さ
ん
に
感
謝
。
天
気
の
良
い
日
な

ど
、
空
を
仰
ぎ
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
つ
ぶ

や
く
と
、「
ほ
〜
み
〜
！
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
彼
女
か
ら
の
声
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
彼
女
の
思
い
と
共
に
、
東
ア
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち
、
若
者
た
ち
が
国
境
を
越
え
た
と

も
だ
ち
を
作
れ
る
場
を
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
！

ラ
オ
ス
事
業
で
は
、
本
年
３
月
に
始
ま
っ

た
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
人
権
フ
ェ
ー
ズ
」

と
呼
ん
で
い
る
。
あ
ら
た
め
て
Ｒ
Ｂ
Ａ
（
人

権
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
開
発
）
を

標
榜
し
、
人
権
に
関
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン

ス
の
提
示
も
視
野
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

こ
ん
な
一
冊
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

著
者
は
一
橋
大
学
名
誉
教
授
で
、
イ
ギ
リ

ス
近
代
史
の
専
門
家
。
九
条
科
学
者
の
会
発

起
人
の
一
人
で
も
あ
る
。「
な
ぜ
人
を
殺
し

て
は
い
け
な
い
の
か
」、「
ほ
ん
と
う
に
す
べ

て
の
人
に
は
「
生
き
る
権
利
」
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
っ
た
設
問
か
ら
、
話
は
分
か

り
や
す
く
進
ん
で
い
く
。
は
じ
め
は
ホ
ッ
ブ

ス
、
自
然
権
に
始
ま
り
、
身
分
差
別
、
イ
ギ

リ
ス
革
命
、
人
権
宣
言
、
植
民
地
、「
先
住

民
の
虐
殺
と
土
地
「
清
掃
」」、
女
性
の
権
利

と
概
観
し
、
朱
子
や
貝
原
益
軒
な
ど
の
近
世

ア
ジ
ア
の
人
権
思
想
に
も
触
れ
、社
会
主
義
、

民
族
、
女
性
と
子
ど
も
の
人
権
、
国
際
人
権

規
約
、
憲
法
と
い
っ
た
話
題
を
駆
け
足
で
追

う
。
総
覧
的
で
あ
る
た
め
個
々
の
話
題
は
深

み
に
か
け
、
消
化
不
良
と
い
っ
た
感
想
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
権
思
想
を
俯
瞰
す

る
に
は
と
て
も
有
益
な
一
冊
だ
。
表
現
も
わ

か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
。

以
下
は
印
象
に
残
っ
た
部
分
の
一
部
。

◎
人
権
思
想
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現
在
も
な

お
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
お
よ
び
ア
メ
リ

カ
）
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
世
界
支
配
の
一
環

で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
な
い
し
懐
疑

的
に
見
る
立
場
と
、
生
ま
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
あ
っ
て
も
現
在
は
普
遍
性
を
も
ち
、
世
界

共
通
の
価
値
観
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
立
場

が
あ
っ
て
（
略
）
私
自
身
は
後
者
の
立
場
に

立
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
（
ｐ
・
１
１
６
）。

◎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
権
思
想
が
現
在
は
普
遍

性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る

た
め
に
は
、
お
し
つ
け
で
は
な
し
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
的
な
発
展
の
な
か
か
ら

人
権
思
想
に
つ
な
が
る
も
の
を
見
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
（
ｐ
・
１
１
７
）。

◎
人
権
と
い
う
も
の
は
天
か
ら
与
え
ら
れ
た

も
の
で
も
、
人
間
に
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て

い
る
も
の
で
も
な
く
、
人
々
の
日
常
の
努
力

の
つ
み
重
ね
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
ｐ
・
２
２
９
）。

な
お
、
浜
林
先
生
は
２
０
１
８
年
５
月
に

亡
く
な
ら
れ
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
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編 集 後 記
昨年のロシアW杯直前の監督更迭から始まった混乱とその
決着（のつけなさ）を見るにつけ、「４年に一度のW杯“バブ
ル ”」が国内サッカーの話題と経済効果の中心にあった時代
は完全に終止符を打ったと認識。「サッカーのある日常」を
この国で維持発展させていくためには「日本代表とサッカー
協会に任せているだけではダメだ」とばかりに、多くの人が
これまでにない新しい取り組みを多様なカテゴリで自ら始め
ている。ちょっと面白くなってきたぜ。(H)

募金集計
募金にご協力ありがとうございます。
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

人  事

大澤  みずほ パレスチナ事業担当
 （人道支援／平和構築グループ担当より：12月1日付）

並木  麻衣 広報／ファンドレイジンググループマネージャー
 （パレスチナ事業担当より：1月1日付）

宮西  有紀 コリア事業担当（兼）会員・支援者担当
 （広報／ファンドレイジンググループ
 マネージャーより：1月1日付）

投 稿 募 集 中
JVCや会報誌に関するご意見・ご希望をお寄せください。また、
「JVCなひと」への自薦寄稿も大歓迎！ JVCの会員になったきっか
けや最近の関心事、ほかの会員の皆様へ伝えたいことなど、800字
以内でお送りください。そして、「いまさら聞けないQ&A」でも質
問を募集中です。会員になって長いけどそういえば聞いてみたいこ
とがあった、まだ会員になったばかりだから教えてほしいことがある
等々、なんでも結構です。皆様からの投稿をお待ちしております！

1年間、週2日、東京事務所で活動することで、NGOの視点や問
題意識を学ぶインターン制度。国際協力に携わるスタッフの仕
事を手伝いながら、国際協力の視点、問題意識、実務を学べます。
特定の国の活動を支える、広報や会計などNGOを運営面で支え
るなど、分野もさまざまです。毎年5～10名程度の学生、社会
人等、様々な立場の方が参加しており、視野が広がるチャンス！
2018年度の現役インターンによる「インターン募集説明会」も
開催します。

説明会、応募方法の詳細については
JVC ホームページをご確認ください。

使わなくなった貴金属類やコインなどを誰かのために役立てて
みませんか？お宝エイドに物品をお送りいただくと、買取額に
10%上乗せされた額が、JVCへ寄付されます。
いただいたご寄付は、JVC各地での活動で大切に役立てさせてい
ただきます。2016年度は約300万円のご支援につながりました。
お品物の査定額は、後日JVCより書面にて連絡いたします。
捨てる前に、ぜひ！ご協力ください。

活動期間  ： 2019年 4月～2020年 3月
勤務時間  ： 平日  週 2日  10時～18時
応募締切  ： 2019年 2月 28日（木）
募集説明会  ： 2019年 2月 9日（土）11時～12時 30分
    2019年 2月 13日（水）19時～20時 30分
    2019年 2月 21日（木）19時～20時 30分

お宝を梱包します。

日本郵政に集荷依頼の電話をする。
◎「ゆうパック」の「着払い」をご指定ください。
集荷専用電話番号：0800-0800-111（通話料無料）

お宝エイド受付センター宛に伝票を書き、
発送します。
◎着払い伝票の「品名」欄には
「JVC宛『お宝エイド』」と忘れずに記入してください。

ご自宅に眠っている「お宝」を集めています

「お宝」寄付を送る方法

募金集計
募金にご協力ありがとうございます。
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

無 指 定 1 2 , 4 2 3 , 2 9 2
タ イ 3 , 0 0 0
カ ン ボ ジ ア 2 7 8 , 2 1 9
ラ オ ス 7 5 0 , 3 3 3
南 ア フ リ カ 1 , 0 4 3 , 3 4 7
ア フ ガ ニ ス タ ン 1 , 3 6 6 , 0 0 0
イ ラ ク 8 0 6 , 4 7 0
ス ー ダ ン 6 2 5 , 4 4 1
南 ス ー ダ ン 1 , 0 4 9 , 8 4 1
パ レ ス チ ナ 3 , 7 5 9 , 0 4 1
コ リ ア 9 8 , 0 8 2
東 日 本 大 震 災 1 6 7 , 2 0 0
み ど り 一 本 1 5 6 , 5 0 0
東 京 管 理 1 1 , 5 0 0
調 査 研 究 7 4 , 5 1 3
コ ン サ ート 1 7 9 , 8 8 0

指 定 先 期間（9～ 11月）

合 　 計 2 3 , 8 3 6 , 3 8 3
※上表に「季節の募金（夏/冬/春）」も含みます。

異　動

【投稿先】  会員担当 宮西まで
Email：miyanishi@ngo-jvc.net
FAX：03-3835-0519 

ステップ1

ステップ2

ステップ3

2019年度東京事務所インターン募集

お宝エイド

【お問い合わせ】  JVC石川・宮西まで
TEL：03-3834-2388
Email：tomoko@ngo-jvc.net（石川）
              miyanishi@ngo-jvc.net（宮西）

段ボール5箱以上の場合は、お宝エイドによる直接集荷
も可能です（東京・神奈川・千葉・埼玉のみ）。

【お問い合わせ・直接集荷ご依頼】 
お宝エイド受付センター
〒156-0041
東京都世田谷区大原2-23-17-1F  お買取屋さん東京本店内
TEL：03-5719-6665（年中無休 10：30～19：00）



FSC認証ロゴ位置

J V Cでは会員を募集しています

会 員 数（ 1月 1 日 現 在 ） 合 計 9 8 4 名（ 正 会 員 5 5 6 名  賛 助 会 員 4 2 8 名 ）

一般会員
学生会員
団体会員

それぞれに
正会員と賛助会員があります

10,000円
5,000円

30,000円

◎発行  ＝  日本国際ボランティアセンター（JVC）  〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4 クリエイティブOne秋葉原ビル6F TEL 03-3834-2388  FAX 03-3835-0519

◎発行人  ＝  今井高樹　　◎編集人  ＝  大野和興・長谷部貴俊　　◎編集スタッフ  ＝  樫田秀樹・細野純也　
◎デザイン  ＝  渡部健　　◎印刷  ＝  株式会社ベスト・プリンティング
本誌の記事・写真などの無断転載・複写を禁じます。

2 0 1 9 年 1月 2 0 日 発 行（ 通 巻 3 3 4 号・年 4 回 発 行 ）

T r i a l & E r r o r   トライア ル・アンド・エラー  （ 試 行 錯 誤 ）

日本国際ボランティアセンター（J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  V o l u n -
t e e r  C e n t e r）は、1 9 8 0年2月、タイのバンコクで誕生した市民に
よる国際協力団体です。J V Cの活動目的は、国際社会のなかで、社
会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリ
カ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方
と人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たち
は、自らの意志でJ V Cに参加し、活動を継続してきました。J V Cはボ
ランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任ある行動をと
る」という意味で団体名として使っています。

会員は総会に出席し、 J V Cの方針などを決定するほ
か、情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習
会等へ参加することができます。会員の方には年 4回
この会報誌と年次報告書をお届けします。
入会のお申し込みや、会員の方の住所変更などは会員
担当の宮西まで。

J V Cのオリエンテーション（説明会）にお越しください

第1月曜日 午後7：00～8：30
第4土曜日 午後2：00～3：30

J V Cの活動内容をご紹介しています。
お気軽にご参加ください。［事前にご予約ください］

JVC東京事務所

miyanishi@ngo-jvc.net

無料

https://www .ngo-jvc .net/ info@ngo-jvc .net NGOJVCFacebook twit ter @ngo_ jvc

会   場

メールアドレス

ウェブサイト メールアドレス

参加費

定価  5 0 0円（税込）

JVCは年間を通して大小様々なイベントを実施／参加している。左上から
時計回りに、日本に招聘したイラク人NGOスタッフ＆シリア人スタッフの講
演を大学と共催、写真家の方々によるチャリティイベント会場でのギャラ
リートーク、修学旅行で事務所を訪問してくれた中学生とアフガニスタン事
務所スタッフがスカイプで会話、パレスチナ刺繍の体験ワークショップ。

特定非営利活動法人




